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Thanks！ 50号記念号！！
株式会社ザ・シンフォニーホールが発行する会報誌「Sinfonia」は、
2014年の0号からスタートし、今号で記念すべき50号を迎えました。

これもひとえに読者の皆様、ホールをご利用頂いている主催者様、アーティストの皆様、
スポンサーとして支えてくださる企業様のおかげでございます。

今後もザ・シンフォニーホールに登場するアーティストの魅力、コンサートの魅力をお伝えしてまいります。
引き続き、ご愛読の程、よろしくお願いいたします。
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お客様へのお願い

引き続き感染症拡大防止対策へのご協力をお願い致します。

www.symphonyhall.jp

contents

●表紙「古澤 巖（ヴァイオリン）／The Symphony Hall Big Band Vol.17 ディスコ」

Vol.50
2022.3 - 5
2022.3.10発行

マスク着用

館内では上演中も含め常時マス
クの着用をお願い致します。フェ
イスシールドをご着用の方は、マ
スクも併せてご着用下さい。マウ
スガード、透明マスクでのご入場
はお断り致します

体温測定

サーモグラフィーや検温器によ
り、37.5℃以上の発熱がある方
はご入場をお断り致します

館内はお静かに

大きな声での声援や、館内での
会話はお控え下さい

追跡システムのご登録

来場記録シート

当日券をご購入のお客様やご購
入者様とご来場者様が異なる場
合はご記入下さい。また、チケット
券面にご連絡先の記入欄がある
場合は、ご入場前に必ずご記入を
お願い申し上げます

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）
【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
https://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。

登録費
年会費
 無料！

Sinfonia会員先行予約を開始する3月20日（日）～3月27日（日）、4月9日（土）～4月
10日（日）の期間は、「お電話」と「窓口」の営業時間を10:00～18:00とさせて頂きま
す。※火曜定休
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。

※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。

●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333（火曜定休）
新型コロナウイルス感染拡大の状況により、営業時間が変更となる場合がございます。
詳細はホームページをご確認ください。
●WEB：https://www.symphonyhall.jp/

3月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約について

手洗い・手指の消毒

こまめな手洗い、手指の消毒を
お願い致します。アルコール消毒
液がご利用頂けない方はご自身
で代替の除菌シート等をご準備
下さい

ご自席でのご鑑賞

他のお客様のお座席や、使用し
ていないお座席へのご移動は、
他のお客様のご迷惑となります
ので、固くお断り致します

●新型コロナウイルス接触確認アプリ
（COCOA)

●大阪コロナ追跡システム

厚生労働省が提供している、新型コロナウイルス接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）のダウンロードに
ご協力をお願い致します

ご来場の際に、館内に掲示しているポスターのQRコードより、ご連絡先の登録をお願い致しま
す。公演ごとに、ご登録が必要です

iPhoneの方はこちら
App Store

Androidの方はこちら
Google Play



滋慶学園グループ総長
The Symphony Hal l総監

「～あれから“10年”」
The Symphony Hal l
再会・飛躍の年へ

　

２
０
１
２
年
新
年
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
へ
の
道
筋
が
見
え
だ
し
た

頃
だ
っ
た
。
年
が
明
け
て
間
も
な
く
金

融
機
関
か
ら
連
絡
が
入
り
、
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ

ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
の
未
来
を

担
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
依
頼
が
有
っ

た
。

　
「
職
業
教
育
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献

す
る
」
こ
の
一
念
を
大
切
に
、
専
門
学

校
を
運
営
し
て
約
35
年
（
２
０
１
２
年

当
時
）。
大
阪
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
全
国
に

80
校
近
い
学
校
を
運
営
す
る
に
至
っ
た

が
、
関
東
、
東
北
の
学
校
は
震
災
の
ダ

メ
ー
ジ
も
大
き
く
我
々
も
復
興
の
最
中

だ
っ
た
。

　

時
代
の
流
れ
の
中
、
特
に
大
阪
は
行

財
政
改
革
で
、
文
化
・
芸
術
関
連
予
算

が
大
き
く
減
り
、そ
う
で
無
く
と
も
色
々

と
問
題
を
抱
え
て
い
る
時
だ
っ
た
。
Ｔ

ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
の

役
割
の
大
き
さ
は
、「
日
本
初
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
」「
残
響
2
秒
」

と
後
に
完
成
し
た
東
京
の「
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
」
と
並
び
、
カ
ラ
ヤ
ン
、
バ
ー

ン
ス
タ
イ
ン
を
始
め
、
世
界
中
の
巨
匠

か
ら
絶
賛
さ
れ
注
目
さ
れ
続
け
る
大
切

な
日
本
の
文
化
資
産
で
あ
り
、
特
に
関

西
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
に
お
い
て
は
必
要

不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待

た
な
い
。「
や
れ
る
か
？
」
と
は
自
分
に

問
わ
な
か
っ
た
。

　
「
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
！
」

　

決
断
に
は
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

　
「
Ｔ
ｈ
ｅ 
Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ

関西4オーケストラとタッグを組み、シリーズコンサートを積極的に展開。写真は、2
月13日に行われた「熱狂コンチェルト」公演の様子。

ホール専属のジャズ・バンドとして2016年に結成したThe Symphony Hall Big 
Band。人気ソリストとの共演も話題で、年々動員を増やしている。

0歳児からの楽しめるコンサートでは、ロビーコンサートも大盛況。おむつ替え・授乳
室も完備し、ファミリーで安心して楽しめる工夫を凝らした。

視覚と音を融合させることで、作品をわかりやすく楽しんでほしいという思いで、
2014年よりプロジェクションマッピングを導入した。

4 0周年記 念  特別投 稿

ｌ
ｌ
を
日
本
の
文
化
資
産
と
捉
え
て
未

来
に
継
承
す
る
」

　
「
名
前
も
用
途
も
変
え
な
い
、
Ｔ
ｈ

ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
を
あ

り
の
ま
ま
音
楽
の
殿
堂
と
し
て
継
続
す

る
」

決
め
た
の
は
こ
の
２
点
。
２
０
１
２
年

３
月
に
は
こ
の
事
を
公
式
に
発
表
し
、

移
行
期
間
も
入
れ
て
、
２
０
１
４
年
１

月
１
日
か
ら
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
の
運
営
に
着
手
す
る
事
も

決
ま
っ
た
。

　

大
阪
・
関
西
の
音
楽
・
芸
術
の
振
興

に
寄
与
す
る
。「
滋
慶
学
園
グ
ル
ー
プ
の

新
た
な
形
の
社
会
貢
献
事
業
」が
始
ま
っ

た
。

　

あ
れ
か
ら
10
年
。

　

大
阪
の
現
状
、
何
が
有
っ
て
、
何
が

必
要
な
の
か
？
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
行

政
補
助
の
少
な
い
大
阪
で
は
生
き
ら
れ

な
い
の
か
？
当
時
、担
当
者
も
含
め
色
々

と
語
り
合
っ
た
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
も
、
多
く
の
課
題
が

見
え
て
来
た
時
に「
ア
イ
デ
ィ
ア
」「
チ
ャ

レ
ン
ジ
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
大
切

に
し
て
き
た
。
ホ
ー
ル
が
自
立
・
自
営

す
る
事
こ
そ
が
、未
来
へ
の
継
承
の
チ
ャ

ン
ス
と
な
る
。

　

自
立
・
自
営
に
向
け
た
ア
イ
デ
ィ
ア

が
出
れ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
続
け
る
。
今
も
変
わ
る
事
の

な
い
大
切
な
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
が
今
日
も

続
い
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
の
開
業
時
に
は
『
Ｓ
ｉ

ｎ
ｆ
ｏ
ｎ
ｉ
ａ
』
０
号
に
対
談
記
事
を

載
せ
た
。
子
供
達
の
情
操
教
育
に
資
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
０
歳
児
が
入
場

で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
小
学
生
向
け
の

コ
ン
サ
ー
ト
。
光
、
映
像
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
使
っ
た
演
出
。

ホ
ー
ル
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
の
弦

楽
合
奏
団
の
創
設
や
、
器
楽
、
生
音
に

こ
だ
わ
っ
た
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
立
ち
上

げ
、
何
よ
り
も
本
家
本
元
の
関
西
４
オ

ケ
と
の
連
携
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
の
観
客
増
員
等
、
色
々
な
ア

イ
デ
ィ
ア
が
披
歴
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
は
当
時
、
夢
物
語
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
10
年

た
っ
て
振
り
返
る
と
、
そ
の
ど
れ
も
が

具
現
化
さ
れ
て
来
た
。
来
場
者
の
ベ
ー

ス
と
な
る
Ｓ
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｎ
ｉ
ａ
会
員
も

当
時
の
１
万
人
か
ら
４
万
人
以
上
に

増
え
、
演
奏
会
も
年
間
70
公
演
増
え
、

２
６
０
公
演
に
届
き
だ
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
来
場
者
も
10
万
人
以
上
増
え
、

年
間
30
万
人
を
超
え
る
人
々
が
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
で
音
楽
・

芸
術
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　

真
に
文
化
・
芸
術
の
一
大
拠
点
と
し

て
復
活
を
遂
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。

　

歴
史
的
に
も
、
文
化
・
芸
術
は
古
来

よ
り
教
養
、
高
度
な
精
神
性
の
柱
と
し

て
、
我
々
の
生
活
に
常
に
寄
り
添
っ
て

来
た
。
音
楽
は
人
に
「
勇
気
」
を
与
え
、

「
心
に
癒
し
」
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ
の

背
景
に
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
人
生
に

不
可
欠
な
教
養
と
高
度
な
精
神
性
の
源

と
し
て
根
付
い
て
き
た
。

　

幼
少
期
に
は
情
操
教
育
と
し
て
受
容

し
、成
長
と
共
に
発
揮
し
、「
見
る
、聴
く
、

考
え
る
、
話
す
」
と
い
う
〝
生
き
る
力
〞

の
源
泉
と
な
り
、
年
月
を
経
て
育
ま
れ
、

「
高
度
な
精
神
性
の
柱
」と
し
て
培
わ
れ
、

継
承
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
、
私
達
は
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
の
中

で
、
生
活
の
中
の
潤
い
を
失
い
つ
つ
あ

る
。
何
気
な
く
長
い
間
あ
た
り
前
の
よ

う
に
文
化
・
芸
術
の
力
に
浴
し
て
来
た

我
々
は
そ
の〝
何
か
物
足
り
な
い
生
活
〞、

そ
れ
は
気
付
か
な
い
内
に
空
気
が
澱
む

よ
う
に
、
私
達
の
生
活
を
確
実
に
蝕
み

つ
つ
あ
る
事
に
気
付
き
だ
し
た
。

　

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ

ｌ
40
周
年
の
今
年
は
、
我
々
に
と
っ
て

も
非
常
に
重
要
な
年
に
な
る
。

　

年
頭
の
挨
拶
に
は「
飛
躍
」と
書
い
た
。

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ

は｛
再
会
と
飛
躍
｝を
打
ち
出
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
多
く
の
演
奏
会
が
中

断
し
て
い
る
中
、
こ
の
2
年
間
会
う
事

の
出
来
な
か
っ
た
、
多
く
の
演
奏
家
、

フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
と
の
再
会
が
我
々
の

飛
躍
へ
の
第
一
歩
に
な
る
と
確
信
し
て

い
る
。

　

長
引
く
感
染
対
策
で
入
国
で
き
な
い

外
国
人
プ
レ
ー
ヤ
ー
も
沢
山
い
た
。
そ

の
反
面
、
彼
ら
の
代
役
と
し
て
登
場
し

た
素
晴
ら
し
い
日
本
人
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

の
出
会
い
も
有
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
招
い
た
分
断
と
新
た
な

出
会
い
。
こ
れ
ま
で
縁
の
有
っ
た
人
々
。

全
て
の
人
に
ま
た
会
い
た
い
。

　

彼
ら
の
匠
の
芸
術
に
癒
さ
れ
た
い
。

失
わ
れ
た
「
生
の
音
楽
」
と
い
う
新
鮮

な
空
気
を
思
う
存
分
し
っ
か
り
吸
い
込

み
、
心
身
共
に
健
康
で
元
気
な
日
常
を

取
り
戻
す
。
こ
の
事
が
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ

ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ
ｌ
40
周
年
を
「
飛

躍
」
の
年
に
す
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
こ
の
10

年
。
支
え
て
下
さ
っ
た
全
て
の
関
係
者
、

演
奏
家
、
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
へ
の
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
そ
の
気
持
ち

を
大
切
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
へ〝
わ

く
わ
く
〞
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
行

き
た
い
。
２
０
１
２
年
当
時
の
初
心
を

大
切
に
、
大
阪
・
関
西
の
文
化
・
芸
術

の
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を
全
う
す

る
べ
く
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、

精
進
を
続
け
る
所
存
で
す
。
そ
し
て
そ

の
事
が
多
く
の
人
々
の
心
の
健
康
と
文

化
・
芸
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
も
の
と

確
信
致
し
ま
す
。

　

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ

ｌ
40
周
年
。
こ
の
年
を
通
過
点
に
こ
れ

か
ら
も
、
50
周
年
、
１
０
０
周
年
と
、

未
来
へ
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て

参
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
過
ぎ
去
り
、
多
く
の
皆

さ
ん
と
共
に
音
楽
を
楽
し
め
る
日
常
に

間
も
な
く
戻
る
事
を
心
か
ら
願
う
と
同

時
に
、
演
奏
家
の
皆
さ
ん
、
フ
ァ
ン
の

皆
さ
ん
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
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今回はピアノの分野でもドイツ正統
派の巨匠を招聘。知的で堅牢なドイ
ツ・ピアニズムの体現者ゲルハルト・オ
ピッツのリサイタルが実現する！予定演
目は、十八番のベートーヴェンのソナ
タより第17番「テンペスト」や第21番

「ワルトシュタイン」など。どちらも難聴
と共に生きる道を模索する中で書かれ
た革新的な傑作なので、オピッツなら
ではの流動性と構築性が随所で楽し
めそうだ!!

大阪をホームベースに世界に羽
ばたいた五 嶋みどりがデビュー
４０周年を迎え、チャイコフスキー・
ヴァイオリン協奏曲の音群に込
めた平和へのメッセージを発信
する。ザ・シンフォニーホール開館
４０周年の特別公演シリーズが贈
る、五嶋の人間性そのものの音
楽と高関健指揮の日本センチュ
リー響が共演。新たな奇跡に遭
遇する２０２３年１月２１日に乞うご
期待。

40th Special Concert 
Lineup!!

　

２
０
２
２
年
、
開
館
40
周
年
を
迎
え

る
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
今
後

も
変
わ
ら
ず
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
殿
堂

で
あ
る
べ
く
、「
継
承
」
と
「
発
展
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
珠
玉
の
公
演
を
開
催
す

る
。
今
回
は
、ス
ペ
シ
ャ
ル・ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
の
第
二
弾
を
発
表
。
そ
の
聴
き
ど
こ

ろ
を
ご
紹
介
し
よ
う
！

　

ま
ず
は
、
２
０
１
９
年
の
指
揮
者
デ

ビ
ュ
ー
50
周
年
に
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
初

の「
名
誉
指
揮
者
」と
な
っ
た
ダ
ニ
エ
ル・

バ
レ
ン
ボ
イ
ム
。
彼
が
長
年
、
音
楽
監

督
を
務
め
る
シ
ュ
タ
ー
ツ
カ
ペ
レ
・
ベ
ル

リ
ン
と
共
に
ド
イ
ツ
伝
統
の
響
き
を
存

分
に
お
届
け
す
る
。

　

ド
イ
ツ
繋
が
り
で
は
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・

オ
ピ
ッ
ツ
の
ピ
ア
ノ
公
演
も
聴
き
ど
こ

A w e s o m e！  T h e  S y m p h o n y  H a l l  4 0 t h  A n n i v e r s a r yA w e s o m e！  T h e  S y m p h o n y  H a l l  4 0 t h  A n n i v e r s a r y

第2弾発表！
ホール開館40周年を彩るスペシャルラインナップの第2弾！

バレンボイム指揮 シュターツカペレ・ベルリンをはじめ、 豪華アーティストたちの来演が決定！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

NEW!

ろ
。
十
八
番
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ

ナ
タ
演
奏
を
通
し
て
、
知
的
で
緻
密
な

構
築
力
に
よ
る
ド
イ
ツ
・
ピ
ア
ニ
ズ
ム

の
本
懐
を
最
良
の
形
で
聴
か
せ
て
く
れ

る
は
ず
だ
。

　

同
じ
く
ピ
ア
ノ
で
は
、
シ
ョ
パ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
第
2
位
の
天
才
シ
ャ
ル
ル
・

リ
シ
ャ
ー
ル
＝
ア
ム
ラ
ン
の
隅
々
ま
で

洗
練
さ
れ
た
至
芸
も
期
待
さ
れ
る
。

　

弦
の
注
目
は
や
は
り
、
世
界
的
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
五
嶋
み
ど
り
。
高
関

健
指
揮
・
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
響
と
共

演
す
る
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
協
奏
曲

は
、
40
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
感
動
的
な

名
演
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

弦
は
ま
た
、
日
本
期
待
の
若
手
チ
ェ

リ
ス
ト
、
佐
藤
晴
真
、
横
坂
源
、
宮
田

大
が
揃
い
踏
み
す
る
「
熱
狂
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
」
も
必
聴
。
佐
藤
が
ハ
イ
ド
ン
、

横
坂
が
エ
ル
ガ
ー
、
宮
田
が
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク
と
、
王
道
協
奏
曲
を
一
挙
に
披

露
す
る
。

　

他
に
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
名
門
ア
・
カ

ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
、
ザ
・
キ
ン
グ
ズ
・
シ

ン
ガ
ー
ズ
。
さ
ら
に
、
最
新
映
画
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
中
心
に
広
範
な
レ

パ
ー
ト
リ
ー
で
魅
了
す
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
、

ま
さ
に
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
に
ふ

さ
わ
し
い
豪
華
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
こ
れ

は
1
公
演
た
り
と
も
聴
き
逃
せ
な
い
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

熱狂コンチェルト 必聴!!チェロ3大協奏曲

ザ・シンフォニーホール主催の人気企画「熱狂コンチェルト」の12月公演は、
日本のチェリスト、佐藤晴真、横坂 源、宮田 大が揃い踏み。飯森範親指揮、
日本センチュリー響のサポートを得て、佐藤は端正なハイドン、横坂は憂愁に
満ちたエルガー、宮田はロマンあふれるドヴォルザークと、3人それぞれの音楽
性に符合した傑作に挑む!!

12
17
土

ザ・シンフォニーホール開館40周年記念 世界の巨匠とともに――

ゲルハルト・オピッツ プレミアム ピアノ・リサイタル

ザ・シンフォニーホール開館40周年記念 世界の巨匠とともに――
五嶋みどりデビュー40周年×
ザ・シンフォニーホール開館40周年 特別公演

11
19
土

その他の40周年スペシャル公演ラインナップ
●4/23（土） 卒寿 外山雄三＆レジェンド⇒詳細はP14をチェッ

ク！／●5/12（木） The Symphony Hall Big Band Vol.17⇒

詳細はP12をチェック！／●5/21（土）ライト・シンフォニックコン
サート ～大人の贅沢～ ⇒詳細はP21をチェック！／●5/28（土）
マルティン・ガルシア・ガルシア ピアノ・リサイタル⇒詳細はP16

をチェック！／●7/30（土）オールバッハ名曲選!! 真夏のオル
ガンコンサート 2022⇒詳細はP19をチェック！／●8/7（日） デ
ビュー20周年×ザ・シンフォニーホール開館40周年 上原彩子 
プレミアム・リサイタル⇒詳細はP10をチェック！

ザ・シンフォニーホール開館40周年記念 世界の巨匠とともに――

ダニエル・バレンボイム指揮  シュターツカペレ・ベルリン 大阪公演 

まさに40周年記念にふさわしい目玉公演だ！世界最高
の指揮者の一人、巨匠ダニエル・バレンボイムが、ザ・
シンフォニーホールに17年ぶりに登場する！！ 1992年
から音楽監督を務める手兵シュターツカペレ・ベルリン
と共に華麗なる宴をお送りする。7歳で神童ピアニスト
として世に出た彼は、1969年から指揮者としても活
躍。そのデビュー50周年には名門ベルリン・フィルより
同オケ初となる「名誉指揮者」の称号を授与されてい
る。今回はブラームスの交響曲第1番をはじめとした、
この黄金コンビにふさわしい珠玉の演目を惜しげもな
く披露する予定。彼らの持ち味である重厚でスケール
の大きな音楽性から生まれる、ドイツ正統派の名演に
全身で酔いしれよう!!

ブラームス：交響曲 第1番 ハ短調 op.68  ほか 

料金:S 7,800円　A 6,800円　Ｂ 5,800円　（税込）

ハイドン：チェロ協奏曲 第１番 ハ長調 Hob.Vllb:1／エルガー：チェロ
協奏曲 ホ短調 op.85／ドヴォルザーク：チェロ協奏曲 ロ短調 op.104

ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第17
番「テンペスト」 ニ短調 op.31-2
／ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第
21番「ワルトシュタイン」ハ長調 
op.53　ほか

11/19、12/6、2023.1/21、3公演のセット券販売が決定！  発売の詳細は次号Sinfonia5月号にて発表します。お楽しみに！

チャイコフスキー：イタリア奇想
曲 op.45／幻想序曲「ロメオ
とジュリエット」／ヴァイオリン
協奏曲 ニ長調 op.35

12
6
火

ザ・キングズ・シンガーズ

イギリスのケンブリッジ大学 
キングス・カレッジにて1968
年結成。メンバーを入れ替
えながら50年に渡り活動を
続ける世界最高峰のボーカ
ル・アンサンブルがザ・シン
フォニーホールに23年ぶり
に登場！

12
15
木

ハリウッド・フェスティバル・オーケストラ

ハリウッド映画、テレビ、また
ブロードウェイミュージカル
から幅広いレパートリーを有
し、日本では著名アーティス
トとの共演で各地チケット
完売。ザ・シンフォニーホール
ではどのようなプログラムが
並ぶか、続報をお楽しみに！

シャルル・リシャール＝アムラン
ピアノ・リサイタル

カナダ、ケベック州出身。2015年に開催された第17回ショパン国際ピアノ・コン
クールで第2位とソナタ賞を受賞し、世界中から注目を集めたシャルル・リシャール
＝アムラン。ザ・シンフォニーホールでは2018年にオール・ショパンプログラムでリ
サイタルを開催し、情熱を秘めたドラマチックな演奏で満員のファンを魅了した。4
年ぶりとなる今回のリサイタルでは、よりいっそう深みが増した美しい音色、抒情
的なピアノの世界を堪能できるだろう。穏やかな人柄を現わすような柔らかな音を
是非生で聴いてほしい。

12
11
日

1
公
演
た
り
と
も
聴
き
逃
が
せ
な
い

注
目
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

※詳細は後日発表します。

チ
ェ
ロ 

佐
藤
晴
真

チ
ェ
ロ 

宮
田 

大

ピ
ア
ノ 

ゲ
ル
ハ
ル
ト・オ
ピ
ッ
ツ

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

五
嶋
み
ど
り

チ
ェ
ロ 

横
坂 

源

指
揮 

ダ
ニ
エ
ル・バ
レ
ン
ボ
イ
ム

1
21
土

2023

1
6
金

2023

NEW!NEW!

©Timothy Greenfield-Sanders ©HT

※詳細は後日発表します。
※詳細は後日発表します。

45 SinfoniaSinfonia



奏
と
な
る
に
違
い
な
い
。

　

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
は
、

秋
山
和
慶
と
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
を
中
心

と
す
る
フ
ラ
ン
ス
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
取
り
上
げ
る
。
齋
藤
秀
雄
直
伝
の

明
晰
な
指
揮
で
知
ら
れ
る
秋
山
で
あ

る
が
、
80
歳
を
超
え
た
現
在
、
そ
の

音
楽
に
円
熟
味
と
深
み
を
増
し
て
い

る
。
ク
リ
ア
な
音
楽
作
り
の
秋
山
と

緻
密
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
誇
る
日
本

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
の
相
性

は
良
く
、
２
０
２
０
年
に
、
秋
山
は
日

本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
た
。

秋
山
の
鮮
や
か
な
タ
ク
ト
で
描
か
れ

る
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の 

「
幻
想
交
響
曲
」

や
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
「
牧
神
の
午
後
へ

の
前
奏
曲
」
な
ど
の
フ
ラ
ン
ス
音
楽

の
色
彩
豊
か
な
演
奏
が
楽
し
み
だ
。

　

ラ
ス
ト
を
飾
る
大
阪
フ
ィ
ル
は
、
音

楽
監
督
尾
高
忠
明
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
交
響
曲
第
５
番
「
運
命
」
と
Ｒ
．

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
交
響
詩
「
英
雄
の
生

涯
」
と
い
う
王
道
の
ド
イ
ツ
音
楽
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
呈
す
る
。
尾
高
は
ウ
ィ
ー

ン
留
学
を
経
て
、
東
京
フ
ィ
ル
、
Ｂ
Ｂ

Ｃ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
交
響
楽
団
、
読
売
日

本
交
響
楽
団
な
ど
の
シ
ェ
フ
を
歴
任
。

ド
イ
ツ
音
楽
や
イ
ギ
リ
ス
音
楽
に
造

詣
が
深
い
。
大
阪
フ
ィ
ル
は
、創
立
者
・

ザ・シンフォニーホール開館40周年記念

The Symphony Ha l l×関西4オケ
スペシャルコンサート

Best of Orchestra 

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
大
阪
交
響
楽

団
は
、
注
目
の
若
手
指
揮
者
、
原
田

慶
太
楼
と
、
20
世
紀
ア
メ
リ
カ
を
代

表
す
る
作
曲
家
で
あ
り
指
揮
者
で

A w e s o m e！  T h e  S y m p h o n y  H a l l  4 0 t h  A n n i v e r s a r yA w e s o m e！  T h e  S y m p h o n y  H a l l  4 0 t h  A n n i v e r s a r y

40
周
年
記
念
公
演
の
目
玉
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、関
西
4
オ
ケ
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
魅
せ
る
、秀
逸
の
ス
テ
ー
ジ
を
体
感
で
き
る
、ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
学
び
、
セ
イ
ジ
・

オ
ザ
ワ
松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
「
エ

フ
ゲ
ニ
ー
・
オ
ネ
ー
ギ
ン
」
で
主
役
に

抜
擢
さ
れ
た
大
西
宇
宙
が
「
ウ
エ
ス

ト
・
サ
イ
ド
・ 

ス
ト
ー
リ
ー
」
の
ナ
ン

バ
ー
を
歌
う
の
も
聴
き
逃
せ
な
い
。

　

関
西
フ
ィ
ル
は
、
桂
冠
名
誉
指
揮

者
・
飯
守
泰
次
郎
と
、
彼
が
十
八

番
と
す
る
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
ブ
ル
ッ
ク

ナ
ー
を
奏
で
る
。
飯
守
は
80
歳
を

超
え
、
そ
の
演
奏
が
ま
す
ま
す
凄

み
を
増
し
て
い
る
。
関
西
フ
ィ
ル
と

は
、
２
０
０
１
年
に
常
任
指
揮
者
に

就
任
し
て
以
来
（
２
０
１
１
年
か
ら

桂
冠
名
誉
指
揮
者
）、
20
年
以
上
、
意

欲
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け

て
い
る
。
２
０
１
１
年
に
始
め
た
ブ

ル
ッ
ク
ナ
ー
・
ツ
ィ
ク
ル
ス
（
全
10

回
）
は
遂
に
今
年
３
月
に
完
結
。
ま

た
、
２
０
０
９
年
か
ら
２
０
１
６
年
ま

で
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
楽
劇
の
演
奏
会
形

式
で
の
上
演
に
も
取
り
組
ん
だ
。
飯

守
は
、
関
西
フ
ィ
ル
が
ワ
ー
グ
ナ
ー
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
成
長
し
た
と
語
る
。

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
序

曲
の
演
奏
が
と
て
も
楽
し
み
だ
。
メ

イ
ン
の
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
交
響
曲
第
４

番
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
」
は
、中
央
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
雄
大
な
森
を
思
わ
せ
る
、
１

時
間
超
の
大
作
。
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の

交
響
曲
全
曲
演
奏
を
成
し
遂
げ
た
飯

守
と
関
西
フ
ィ
ル
の
集
大
成
的
な
演

若
き
鬼
才
に
よ
る

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン 

ス
ペ
シ
ャ
ル
！

鮮
や
か
に
描
か
れ
る

日
本
が
誇
る
綿
密
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

伝
統
を
継
ぎ
、進
化
を
続
け
る

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
サ
ウ
ン
ド

総
力
を
結
集
し
て
繰
り
広
げ
る

濃
厚
で
重
厚
な
演
奏

プラチナセット券 30,000円 （税込） ※特典つき
各公演　S席 7,500円　A席 6,500円　B席 5,500円  （税込）
[お問い合わせ]ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333  [主催]ザ・シンフォニーホール

朝
比
奈
隆
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
ブ

ラ
ー
ム
ス
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
な
ど
の
ド

イ
ツ
音
楽
を 

十
八
番
と
し
て
い
た
が
、

そ
の
伝
統
を
今
も
受
け
継
い
で
い
る
。

尾
高
は
２
０
１
８
年 

に
大
阪
フ
ィ
ル

の
音
楽
監
督
に
就
任
。
尾
高
は
す
ぐ

に
大
阪
フ
ィ
ル
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

交
響
曲
全
曲
演
奏
に
取
り
組
み
、
大

阪
フ
ィ
ル
に
新
た
な
色
を
加
え
た
。
ま

た
、
管
弦
楽
法
の
大
家
で
あ
っ
た
Ｒ
．

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
が
交
響
詩
で
の
集
大

成
と
し
て
書
い
た「
英
雄
の
生
涯
」は
、

大
阪
フ
ィ
ル
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
サ
ウ
ン

2022.8/28（日） 2：00PMVol.1

躍動!!
気鋭 原田慶太楼のバーンスタイン

大阪交響楽団
指揮 原田慶太楼

2022.10/20（木） 7:00PMVol.2

感動!!
飯守泰次郎 渾身のブルックナー

関西フィルハーモニー管弦楽団
指揮 飯守泰次郎

2022.11/3（木･祝） 2:00PMVol.3

円熟!!
秋山和慶のフランス音楽

日本センチュリー交響楽団
指揮 秋山和慶

2023.1/29（日） 2:00PMVol.4

華麗!!
尾高忠明の緻密な「英雄の生涯」

大阪フィルハーモニー交響楽団
指揮 尾高忠明　

単公演チケット先行予約：4月9日（土）　一般発売：4月10日（日）

大阪交響楽団
[指揮]原田慶太楼　[ソプラノ]森谷真理　[バリトン]大西宇宙
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
バーンスタイン:「キャンディード」序曲／交響曲 第1番「エレミア」（森谷真理）／ウエスト・サイド・ス
トーリー「演奏会用組曲」第1番より マリア、一つの心、どこかへ、バルコニーシーン（大西宇宙＆森
谷真理）／「ウエスト・サイド・ストーリー」より“シンフォニックダンス”
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.8/28（日） 2:00PM

単公演チケット先行予約：5月19日（木）　一般発売：5月21日（土）

関西フィルハーモニー管弦楽団
[指揮]飯守泰次郎
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ワーグナー:歌劇「タンホイザー」序曲／ブルックナー:交響曲 第4番 変ホ長調「ロマンティック」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.10/20（木） 7:00PM

単公演チケット先行予約：5月19日（木）　一般発売：5月21日（土）

日本センチュリー交響楽団
[指揮]秋山和慶
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベルリオーズ:「ローマの謝肉祭」序曲／ドビュッシー:牧神の午後への前奏曲／ベルリオーズ:幻想交
響曲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.11/3（木･祝） 2:00PM

単公演チケット先行予約：7月21日（木）　一般発売：7月31日（日）

大阪フィルハーモニー交響楽団
[指揮]尾高忠明
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン:交響曲 第5番「運命」／R.シュトラウス:交響詩「英雄の生涯」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2023.1/29（日） 2:00PM

ド
に
ふ
さ
わ
し
い
選
曲
。
５
年
に
わ
た

る
尾
高
と
大
阪
フ
ィ
ル
の
コ
ン
ビ
の
進

化
を
聴
く
に
は
最
適
の
２
曲
と
い
え

よ
う
。

　
「
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ

ｌ
ｌ
×
関
西
４
オ
ケ
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
」
は
、
気
鋭
の
鬼
才
か
ら
円

熟
の
マ
エ
ス
ト
ロ
ま
で
が
登
場
し
、
各

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
魅
力
が
発
揮
さ
れ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。
ま

さ
に
４
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
競
演
で

あ
り
、
饗
宴
で
あ
る
。（

文　

山
田
治
生
）

あ
っ
た
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
作
品
を

披
露
す
る
。
高
校
生
の
時
に
単
身
ア

メ
リ
カ
に
渡
っ
た
原
田
は
マ
ゼ
ー
ル
や

フ
ェ
ネ
ル
に
師
事
。
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ

交
響
楽
団
の
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
コ
ン
ダ

ク
タ
ー
な
ど
を
経
て
、
２
０
２
０
年
、

米
国
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の 

サ
ヴ
ァ
ン
ナ
・

フ
ィ
ル
の
音
楽
監
督
に
就
任
し
た
。

日
本
で
は
東
京
交
響
楽
団
の
正
指
揮

者
を
務
め
る
。
大
阪
交
響
楽
団
と
も

共
演
を
重
ね
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。

今
回
は
30
代
の
原
田
に
ふ
さ
わ
し
く
、

「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
」、 

交
響
曲
第
1
番

「
エ
レ
ミ
ア
」、「
ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
・

ス
ト
ー
リ
ー
」
と
い
う
バ
ー
ン
ス
タ
イ

ン
の
若
き
日
の
作
品
が
並
ぶ
。
マ
ネ
ス

音
楽
院
で
学
び
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
歌

劇
場
に
出
演
し
た
森
谷
真
理
と
、
ジ
ュ

プラチナセット券発売決定！
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
マエストロ4人のサイン入り色紙を
プラチナセット券購入者全員にプレゼント！
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
プラチナセット券 30,000円（税込）
先行予約：3月20日（日） 一般発売：3月27日（日）
※プラチナセット券は、ザ・シンフォニー チケットセンターでの
みお取り扱いします。他のプレイガイドでの販売はございませ
ん。 ※プラチナセット券をご購入頂いた方のみにプレゼント致
します。 ※特典のお渡しは、各公演当日ロビーにてチケット同
封の副券と引き換えをさせて頂きます。

©Shin Yamagishi

©金子力

©Martin＋Richardson
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が
吹
い
て
波
と
の
対
話
が
始
ま
り
、
や

が
て
嵐
に
な
る
。
自
然
界
の
音
を
感
覚

と
し
て
捉
え
て
い
る
の
が
こ
の
作
曲
家

の
す
ご
い
と
こ
ろ
で
す
」

　

一
方
の
ラ
ヴ
ェ
ル
は
時
計
細
工
の
よ

う
に
細
か
い
曲
作
り
が
持
ち
味
。
個
人

的
に
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ
る
と
い
う
。　

　
「
両
親
が
ラ
ヴ
ェ
ル
本
人
に
会
っ
た
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
」。
尚
忠
が
妻
と
共
に

ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
し
て
い
た
１
９
３
０

年
代
、
ラ
ヴ
ェ
ル
が
ボ
レ
ロ
を
指
揮
す

る
と
聞
き
、パ
リ
に
駆
け
つ
け
た
。「
客

席
は
興
奮
の
る
つ
ぼ
。
そ
の
勢
い
に
乗

せ
て
両
親
は
ラ
ヴ
ェ
ル
の
楽
屋
を
訪

ね
た
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
ら

本
人
が
対
応
し
て
く
れ
て
、
直
前
ま

で
ボ
レ
ロ
を
振
っ
て
い
た
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
汗
一
つ
か
か
ず
に
話
を
聞
い
て

く
れ
て
、
も
の
す
ご
く
丁
寧
な
人
だ
っ

た
と
。
母
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
一

生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
を
浮

か
べ
る
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台

に
初
め
て
立
っ
た
の
は
、
開
館
６
日
後

の
１
９
８
２
年
10
月
20
日
。
札
幌
交

響
楽
団
を
率
い
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
中
村

紘
子
と
協
演
し
た
。「
音
の
良
さ
に
驚

き
、
客
席
が
近
く
て
ま
る
で
包
み
込

ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
今
回
、
フ

ラ
ン
ス
音
楽
の
ひ
だ
を
感
じ
て
い
た

だ
く
に
は
ぴ
っ
た
り
の
ホ
ー
ル
で
す
」

　

大
阪
フ
ィ
ル
と
歩
ん
で
き
た
４
年

間
は
、
共
に
成
長
す
る
日
々
だ
っ
た
。

　
「
指
揮
者
と
し
て
50
年
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
大
阪
フ
ィ
ル
か
ら
は
ど
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
も
味
わ
っ
た
こ
と
の

な
い
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
」。

　

だ
が
、決
し
て
満
足
は
し
て
い
な
い
。

　
「
日
本
中
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
レ
ベ

ル
が
上
が
り
、
大
阪
フ
ィ
ル
も
お
ち
お

ち
と
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
っ
ち
を

良
く
し
た
ら
、
こ
っ
ち
が
良
く
な
い
よ

う
に
見
え
る
。
椅
子
の
脚
の
長
さ
を

そ
ろ
え
る
く
ら
い
難
し
い
こ
と
を
、
や

り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。

　

互
い
に
魅
力
を
引
き
出
し
合
い
、
宝

石
の
よ
う
な
き
ら
め
き
に
満
ち
た
フ
ラ

ン
ス
の
音
色
を
響
か
せ
て
く
れ
る
に
違

い
な
い
。

（
取
材
・
文　

倉
田
陶
子
）

　

２
０
２
１
年
に
指
揮
者
生
活
50
周
年

を
迎
え
た
尾
高
忠
明
。大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
音
楽
監
督
と
し
て

５
年
目
を
迎
え
る
今
年
、
フ
ラ
ン
ス
音

楽
に
焦
点
を
当
て
た
演
奏
会
シ
リ
ー

ズ
を
企
画
し
た
。
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
彩

り
を
発
す
る
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
魅
力
を

語
っ
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
は
全
３
公
演
。
音
楽
監
督

就
任
以
来
、
大
阪
フ
ィ
ル
と
毎
年
取
り

組
む
作
曲
家
シ
リ
ー
ズ
で
は
、ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
を
順
番
に

取
り
上
げ
て
き
た
。

　
「
さ
て
、
次
は
ど
う
し
よ
う
か
と
な
っ

た
時
に
思
い
つ
い
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
音

楽
で
し
た
」

　

１
９
４
７
年
生
ま
れ
、
神
奈
川
県
鎌

倉
市
出
身
。
父
は
作
曲
家
・
指
揮
者
の

尾
高
尚
忠
、
兄
は
作
曲
家
の
尾
高
惇
忠

と
い
う
音
楽
一
家
で
育
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
音
楽
と
の
本
格
的
な
出
合

い
は
イ
ギ
リ
ス
だ
っ
た
。
１
９
８
７
年

に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル

管
弦
楽
団
の
首
席
指
揮
者
に
就
任
し
て

３
年
が
過
ぎ
た
頃
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

に
「
フ
ラ
ン
ス
音
楽
が
向
い
て
い
る
」

と
言
わ
れ
た
。「
そ
れ
ま
で
も
指
揮
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス

も
の
が
得
意
だ
な
ん
て
夢
に
も
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
何
度
か
演

奏
す
る
と
評
判
に
な
っ
て
、
頻
繁
に
や

2022.6/10（金） 7:00PM
[指揮]尾高忠明
[メゾ・ソプラノ]小泉詠子　[バリトン]原田 圭
[オルガン]大木麻理
[合唱]大阪フィルハーモニー合唱団
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------
ベルリオーズ：序曲「ローマの謝肉祭」／プーランク：オルガン、弦楽とティ
ンパニのための協奏曲 ト短調／デュルフレ：レクイエム
※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは3/29（火）より一般発売

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

各公演　A 5,000円　B 4,000円 C 3,000円  （税込）
[お問い合わせ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催] 公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／
ザ・シンフォニーホール
チケット先行予約に関するお問い合わせ：ザ・シンフォニー チケットセンター 
06-6453-2333

2022.11/25（金） 7:00PM
[指揮]尾高忠明
[ピアノ]岡田 奏
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------
ラヴェル：組曲「マ・メール・ロワ」／「ダフニスとクロエ」第2組曲／ピアノ協
奏曲 ト長調／ボレロ
※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは7/26（火）より一般発売

2022.8/25（木） 7:00PM
[指揮]尾高忠明
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------
デュカス：ペリのファンファーレ／イベール：ディヴェルティスマン／ビゼー：

「アルルの女」組曲（抜粋）／ドビュッシー（ビュッセル編）：小組曲／ドビュッ
シー：交響詩「海」
※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは5/31（火）より一般発売

～音楽の宝石箱～

キラキラとホールを彩る全3公演！
尾高忠明と大阪フィルが織りなす

フランス音楽

指揮 尾高忠明

Le
cof fre

à
musique

Le coffre à musique ～音楽の宝石箱～Interview

音 楽 監 督 就 任 以 来 、5 年 連 続 で “ 作 曲 家シ

リーズ”を展開する尾高忠明と大阪フィル。

2022年は、“Le coffre à musique～

音楽の宝石箱～”と題した全3回のシリーズ

を行う。新シーズンの試みについて、マエスト

ロへのインタビューをお届けする。

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
日
本
人
に

と
っ
て
フ
ラ
ン
ス
音
楽
は
ド
イ
ツ
音
楽

よ
り
も
実
は
近
い
存
在
で
す
。
フ
ラ
ン

ス
料
理
と
和
食
に
は
繊
細
さ
と
い
う
共

通
点
が
あ
る
よ
う
に
、
音
楽
も
感
覚
で

分
か
る
部
分
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」

　
朝
比
奈 

隆
の
薫
陶
を
受
け
た
大
阪

フ
ィ
ル
は
、
ド
イ
ツ
音
楽
の
印
象
が
強

い
。
実
際
、
フ
ラ
ン
ス
音
楽
に
集
中
的

に
取
り
組
む
の
は
今
回
が
初
め
て
だ
。

そ
ん
な
大
阪
フ
ィ
ル
と
だ
か
ら
こ
そ
、

フ
ラ
ン
ス
音
楽
を
や
る
価
値
が
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
　
　

　
「
喜
怒
哀
楽
や
起
承
転
結
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
ド
イ
ツ
音
楽
に
対
し
、
フ

ラ
ン
ス
音
楽
は
感
覚
的
で
淡
い
色
の
イ

メ
ー
ジ
。
そ
れ
を
表
現
す
る
に
は
、
美

フ
ラ
ン
ス
も
の
が
得
意
だ
な
ん
て

夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た

両
親
が
ラ
ヴ
ェ
ル
本
人
に

会
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す

音
の
良
さ
に
驚
き
、客
席
が
近
く
て

ま
る
で
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
で
し
た

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

撮影：田村和成

Interview

し
い
音
と
音
程
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
音
の
中
に
漂
う
香
り
や
色
を
感
じ

取
る
こ
と
は
音
楽
家
に
と
っ
て
と
て
も

大
事
。
必
ず
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
ま
す
」
と
断
言
す
る
。

　

シ
リ
ー
ズ
１
回
目
は
６
月
10
日
。
ベ

ル
リ
オ
ー
ズ
の
序
曲
「
ロ
ー
マ
の
謝
肉

祭
」
は
学
生
時
代
に
ホ
ル
ン
奏
者
と
し

て
演
奏
し
た
こ
と
が
あ
り
、
第
２
回
民

音
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
で
も

あ
っ
た
思
い
出
の
作
品
だ
。
プ
ー
ラ
ン

ク
と
デ
ュ
リ
ュ
フ
レ
と
い
う
取
り
合
わ

せ
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
隠
し
味
を
潜

ま
せ
て
い
る
。

　
「
デ
ュ
リ
ュ
フ
レ
は
兄
の
作
曲
の
先
生

で
す
。
レ
ク
イ
エ
ム
の
レ
コ
ー
ド
が
で

き
た
時
に
す
ぐ
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、

曲
が
あ
ま
り
に
も
き
れ
い
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

で
も
あ
る
デ
ュ
リ
ュ
フ
レ
は
、
プ
ー
ラ

ン
ク
の
オ
ル
ガ
ン
協
奏
曲
を
初
演
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
流
れ
を
意
識
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
」

　

８
月
25
日
に
は
ビ
ゼ
ー
、
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
ら
４
人
の
作
曲
家
が
並
び
、
ラ
ス

ト
と
な
る
11
月
25
日
は
オ
ー
ル
ラ
ヴ
ェ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
。「
フ
ラ
ン
ス
音
楽
を
や

る
な
ら
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
と
ラ
ヴ
ェ
ル

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」。ひ
ら
め
き
の
天
才
、

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
作
品
か
ら
は
交
響
詩

「
海
」な
ど
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。「
ド

ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
譜
面
に
は
思
い
も
寄
ら

な
い
仕
掛
け
が
隠
れ
て
い
て
、
演
奏
す

る
の
は
大
変
。
で
も
、
静
か
な
海
に
風

フ
ラ
ン
ス
音
楽
は
、必
ず

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

先行予約：3/24（木）　一般発売：3/30（水）

一般発売：6/1（水）

一般発売：7/27（水）

大阪フィルハーモニー交響楽団

89 SinfoniaSinfonia



上原彩子
プレミアム・リサイタル

デビュー20周年
×ザ・シンフォニーホール
開館40周年
U e h a r a  A y a k o

リ
ス
ト

シ
ュ
ー
マ
ン

ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
リ

サ
イ
タ
ル
は
久
し
ぶ
り
と
な
る
今
回

は
、
特
別
な
思
い
の
こ
も
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
中
核
と
な

る
の
は
上
原
の
十
八
番
で
あ
る
ロ
シ
ア

音
楽
だ
。

　
「
広
い
ホ
ー
ル
で
、
ピ
ア
ノ
一
台
で
弾

く
と
い
う
こ
と
が
う
ま
く
い
か
せ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
選
び
ま
し
た
。
ザ
･
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
大
ホ
ー
ル
で
す

が
、
客
席
と
の
距
離
が
近
く
感
じ
ら
れ

る
の
が
特
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
音
楽
で
あ
る

ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
の
《
展
覧
会
の
絵
》

を
軸
に
据
え
ま
し
た
。
私
が
長
年
弾
い

て
い
る
名
作
で
す
。
他
の
ロ
シ
ア
の
作

曲
家
、
た
と
え
ば
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

や
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
な
ど
に
は
洗
練
さ
れ

た
貴
族
趣
味
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で

す
が
、
そ
れ
ら
と
比
べ
る
と
、
ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー
の
魅
力
は
も
っ
と
庶
民
に
寄

り
添
う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
に
は
あ
ま
り

ピ
ア
ノ
曲
が
な
い
の
で
す
が
、
も
っ
と

書
い
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
ね
（
笑
）」

　
《
展
覧
会
の
絵
》
に
加
え
て
、
満

を
持
し
て
披
露
す
る
リ
ス
ト
の
ソ
ナ

タ
、
そ
し
て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
あ
ふ
れ

る
シ
ュ
ー
マ
ン
作
品
が
選
曲
さ
れ
て
い

る
。

　
「
今
回
は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
で
ず
っ
と
弾
き
た
い
と
思
っ
て
い
た

リ
ス
ト
の
ロ
短
調
ソ
ナ
タ
を
取
り
上
げ

ま
す
。
彼
の
ソ
ナ
タ
は
、
表
現
さ
れ
て

　

２
０
０
２
年
に
日
本
人
そ
し
て
女
性

と
し
て
初
め
て
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
、
以
後
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
表
現
力
豊
か
な
演
奏
で

活
躍
を
続
け
て
き
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
上

原
彩
子
。
デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
を
迎
え
る

２
０
２
２
年
は
、
ザ
･
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
40
周
年
で
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
両
者
の
節
目
の
年
を
記
念
し
、

〝
プ
レ
ミ
ア
ム
・
リ
サ
イ
タ
ル
〞
と
題

し
た
待
望
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
８
月
７
日

に
開
催
さ
れ
る
。

　
「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
で
の
優
勝
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
活
動
し
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
20
年
は
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
で
き
た
、

と
て
も
幸
福
な
年
月
で
し
た
ね
」

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
の
近

年
の
出
演
で
は
、
２
０
１
９
年
に
日

本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
ラ
フ
マ

ニ
ノ
フ
の
第
2
番
の
協
奏
曲
で
共
演
。

２
０
２
１
年
8
月
に
は
「
熱
狂
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
」
と
題
す
る
シ
リ
ー
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
で
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
第

1
番
の
協
奏
曲
を
、
２
０
２
２
年
２
月

13
日
に
は
同
じ
く
「
熱
狂
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
（
哀
愁
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
）」
公
演

で
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
第
２
番
の
協

奏
曲
で
、満
場
の
聴
衆
を
熱
狂
さ
せ
た
。

Interview
い
る
も
の
が
壮
大
で
哲
学
的
、
そ
し
て

抽
象
的
な
内
容
を
も
つ
大
規
模
な
作
品

な
の
が
特
徴
で
す
。
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
最
初
の
シ
ュ
ー
マ
ン
の
《
幻
想
小

曲
集
》
で
す
が
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
音
は

と
て
も
あ
た
た
か
い
感
じ
が
し
ま
す
。

お
客
様
に
、
柔
和
な
感
情
が
す
ぐ
手
に

取
る
よ
う
に
伝
わ
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
曲
だ
と
思
う
の
で
、
冒
頭
に
置
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
シ
ュ
ー
マ
ン
は
文

学
と
も
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
し
、
想

像
力
豊
か
な
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
曲
は
、
ク
ラ
ラ
（
シ
ュ
ー
マ
ン

の
妻
）
が
弾
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
繊
細
さ
も
特
徴
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
曲
の
中
で
ち
ょ
っ
と
突

飛
か
と
思
え
る
よ
う
に
次
々
と
変
化
し

て
い
く
あ
た
り
に
も
注
目
し
て
聴
い
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
」

　

小
柄
で
あ
り
な
が
ら
も
、
上
原
は
楽

器
を
非
常
に
豊
か
に
鳴
ら
し
、
輝
く
よ

う
な
響
き
を
引
き
出
す
。
指
だ
け
で

は
な
く
、
体
全
体
を
上
手
に
使
う
こ
と

が
、
よ
い
響
き
を
出
す
に
は
必
要
だ
と

い
う
。

　
「
ま
ず
は
う
ま
く
椅
子
に
座
る
こ
と

が
大
事
で
、
上
半
身
が
楽
に
な
る
よ

う
な
よ
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
見
つ
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
背
中
の
下
あ

た
り
や
腹
筋
も
う
ま
く
使
え
る
と
い

い
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
ジ
ム

に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
な
か

な
か
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
今
は
家

で
軽
い
ダ
ン
ベ
ル
な
ど
を
し
た
り
、
週

2
回
く
ら
い
近
所
を
走
っ
た
り
な
ど

し
て
い
ま
す
。
通
っ
て
い
る
整
体
で
は

2002年にチャイコフスキー国際コンクール ピアノ部門において、

女性として日本人として史上初めての第1位を獲得。

以降、幾多の名演を重ね、ファンから熱い視線を集め続けてきた上原彩子。

デビュー20周年という記念すべき年に、ザ・シンフォニーホールでのリサイタルが決定した。

ときに迫力たっぷりに、ときに繊細で豊かに。圧倒的な演奏力は必ず聴き手の心と魂を揺さぶる。

デビュー20周年×ザ・シンフォニーホール開館40周年 上原彩子 プレミアム・リサイタルInterview

先行予約：3/24（木）　一般発売：3/27（日）

デ
ビ
ュ
ー
か
ら
の
20
年
は

と
て
も
幸
福
な
年
月
で
し
た

満
を
持
し
て
リ
ス
ト
の
ソ
ナ
タ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
あ
ふ
れ
る
シ
ュ
ー
マ
ン

ザ
･
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
こ
そ

魅
力
が
伝
わ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

撮影：鈴木久美子

体
幹
を
鍛
え
る
器
具
を
用
い
て
い
る

の
で
す
が
、
跳
躍
す
る
パ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
が
以
前
よ
り
も
弾
き
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
筋
肉

を
鍛
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
普
段
意

識
し
て
い
な
い
筋
肉
や
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
な
か
っ
た
部
分
を
う
ま
く
使
え

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

し
ょ
う
か
」

　

近
年
は
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
で
の
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
そ
う

し
た
成
果
を
通
常
の
ピ
ア
ノ
を
弾
く
際

に
も
い
か
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
弱
音
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広

が
り
ま
し
た
。
ま
た
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ

は
き
ち
ん
と
脱
力
し
な
い
と
い
い
音
が

出
な
い
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
こ
と
は

モ
ダ
ン
の
ピ
ア
ノ
を
弾
く
場
合
も
同

じ
で
す
ね
」

　

実
力
、
人
気
と
も
に
日
本
を
代
表

す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
上
原
は
、
現
在
進

行
形
で
、
飽
く
な
き
探
求
を
続
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
今
後
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

や
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
さ
ら
に
は
、
ま
だ
弾

い
た
こ
と
の
な
い
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
第

４
番
の
協
奏
曲
な
ど
も
手
掛
け
て
い

き
た
い
と
い
う
。

　
「
ザ
･
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
こ

そ
魅
力
が
伝
わ
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
選

び
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ピ
ア
ノ
１
台
で

奏
で
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う
な
響

き
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
」

（
取
材
・
文　

伊
藤
制
子
）

[ピアノ]上原彩子
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
シューマン：幻想小曲集 op.12（夕べに／飛翔／なぜ／気まぐれ／夜に／寓話／夢のもつれ
／歌の終わり）
リスト：ピアノ・ソナタ ロ短調 S. 178 / R. 21
ムソルグスキー：組曲「展覧会の絵」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.8/7（日） 2:00PM
全席指定 5,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

記念すべきWアニバーサリーイヤーに贈る！
上原彩子のピアニズムを余すことなく味わえる
ザ・シンフォニーホールでのリサイタル
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[スペシャルゲスト]古澤 巖（ヴァイオリン）
[演奏]The Symphony Hall Big Band
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
スターウォーズのテーマ／マンマ・ミーア・セレクション～ Mamma Mia～Dancing Queen ～ Gimme! 
Gimme! Gimme! ～ Voulezvous ～ SOS ～ I Have A Dream ～／スティーヴィー・ワンダー・メドレー
～ Sir Duke ～ I Just Called To Say I Love You ～ Isnʼt She Lovely ～／Paganinista／タ
ンゴ・アモーレ／アースウインド＆ファイアー・メドレー～ In The Stone ～ Fantasy ～ Thatʼs The Way 
Of The World ～ September ～　ほか
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.5/12（木） 7:00PM
全席指定 7,500円 （税込）
[お問い合わせ] 大阪アートエージェンシー TEL.072-648-3852
[主催]ザ・シンフォニーホール

ジ
ャ
ズ
だ
け
で
な
く
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ

ヴ
・
ロ
ッ
ク
な
ア
レ
ン
ジ
と
か
、
い
ろ

い
ろ
と
一
緒
に
経
験
し
て
い
る
の
で
全

く
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
。
本
当
に
い
つ

も
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
と
し
て
の
土
台
が

し
っ
か
り
と
揺
る
が
な
い
の
で
、
自
分

と
し
て
は
そ
れ
に
乗
っ
か
っ
て
、
ま
る

で
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
の
よ
う
に
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
で
気
持
ち
良
く
歌
う
だ
け
な

ん
で
す
。
新
し
い
抽
斗
（
ひ
き
だ
し
）

が
ま
た
増
え
る
と
思
っ
て
、
む
し
ろ
凄

く
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

　

70
年
代
終
わ
り
の
〝
黄
金
期
〞
に
、

新
宿
に
あ
っ
た
伝
説
の
デ
ィ
ス
コ
「
ツ

バ
キ
ハ
ウ
ス
」
に
出
入
り
し
て
い
た
こ

と
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
大
学
１
年
生
の
頃
、
１
年
間
だ
け

社
会
勉
強
の
つ
も
り
で
通
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
サ
ッ
カ
ー

に
ず
っ
と
打
ち
込
ん
で
〝
遊
ぶ
〞
こ

と
を
知
ら
な
く
て
世
間
に
疎
く
、
さ

す
が
に
大
学
生
に
な
っ
て
こ
れ
じ
ゃ
い

け
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で

親
を
説
き
伏
せ
て
、
毎
週
土
曜
の
夜

に
出
か
け
て
日
曜
の
朝
に
帰
っ
て
く

る
の
を
続
け
て
い
た
ら
、
母
が
い
つ
も

玄
関
で
怖
い
顔
を
し
て
待
っ
て
い
ま
し

た
（
笑
）。
自
分
は
何
も
知
識
も
な
く

出
入
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
は

当
時
の
最
先
端
の
人
々
が
集
ま
る
場

所
で
、
踊
り
に
行
く
と
い
う
よ
り
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
個
性
的
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
み
ん
な
と
会
う
の
が
楽

し
み
で
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ
て
ば
か
り

で
し
た
。
ダ
ン
ス
や
音
楽
も
刺
激
的

で
ど
ん
ど
ん
新
し
い
も
の
に
入
れ
替

わ
る
。
貴
重
な
体
験
で
し
た
ね
」

  

ま
た
古
澤
と
い
え
ば
、
彼
の
奏
で
る

名
曲
に
の
せ
て
日
本
の
社
交
ダ
ン
ス

界
の
ト
ッ
プ
・
プ
ロ
が
ダ
ン
ス
を
披
露

す
る
番
組
「
Ｄ
の
旋
律
〜
今
宵
は
ダ

ン
ス
と
音
楽
と
〜
」
が
好
評
に
つ
き
Ｂ

Ｓ
テ
レ
東
で
の
放
送
延
長
が
決
ま
っ
た

こ
と
も
話
題
の
ひ
と
つ
。

　
「
番
組
で
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ダ
ン

ス
音
楽
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
昭
和
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
レ
ト

ロ
な
曲
で
も
、
ダ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
は

決
し
て
古
び
て
い
な
い
し
、
む
し
ろ
昔

を
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
と
っ
て
は
逆

に
新
鮮
ら
し
い
の
で
す
」

　

そ
も
そ
も
ジ
ャ
ズ
も
デ
ィ
ス
コ
も

発
祥
の
時
代
こ
そ
異
な
る
が
、
ダ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
流
れ
て
い
た
と
い
う
背
景

は
同
じ
。
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
と
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
競
演
で
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
が
巨
大
な
ダ
ン

ス
・
フ
ロ
ア
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
を
期

待
し
た
い
。

　
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
だ
っ
て
、
も
と
も

と
は
ダ
ン
ス
を
す
る
た
め
の
楽
器
と

い
う
側
面
が
あ
る
。
メ
ロ
デ
ィ
が
弾
け

て
ポ
ー
タ
ブ
ル
だ
か
ら
ど
こ
へ
で
も
気

軽
に
持
っ
て
行
け
て
、
し
か
も
小
さ
い

サ
イ
ズ
な
ら
踊
り
な
が
ら
で
も
演
奏

で
き
る
…
…
僕
は
踊
り
ま
せ
ん
け
ど

ね
（
笑
）。
と
に
か
く
、
ど
の
楽
器
の

ス
キ
ル
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
ク
オ
リ
テ
ィ

の
高
い
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
と
ま
た
ご
一
緒
で

き
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
え
て
嬉
し

い
で
す
。
素
晴
ら
し
い
ア
レ
ン
ジ
が
出

来
上
が
る
の
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
」（

取
材
・
文　

東
端
哲
也
）

スペシャルゲスト 古澤 巖
Music Director 菊池寿人

Vol.17

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
誇
る

Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｓ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｙ 

Ｈ
ａ
ｌ

ｌ 

Ｂ
ｉ
ｇ 

Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
（
※
以
下
Ｔ
Ｓ

Ｈ
Ｂ
Ｂ
）
の
シ
リ
ー
ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト

も
５
月
の
公
演
で
Ｖ
ｏ
ｌ
．
17
に
突

入
。
ゲ
ス
ト
に
６
回
目
の
登
場
と
な
る

古
澤 

巖
を
迎
え
「
デ
ィ
ス
コ
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
す
る
。　

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
部
構
成
で
、
前

半
は
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
の
み
で
、
ア
バ

の
〈
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ク
イ
ー
ン
〉〈
マ

ン
マ・
ミ
ー
ア
〉
と
い
っ
た
王
道
チ
ュ
ー

ン
を
演
奏
。

　

後
半
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
の
共

演
が
目
玉
で
、
１
９
７
０
年
代
後
半

の
デ
ィ
ス
コ
・
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
た
、

ア
ー
ス
ウ
イ
ン
ド
＆
フ
ァ
イ
ア
ー
・
メ

ド
レ
ー
ほ
か
、
古
澤 

巖
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
楽
曲
も
予
定
さ
れ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
界

の
人
気
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が
ど
う
挑

む
の
か
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
菊
池
さ
ん
（
※
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏

者
で
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
の
バ
ン
ド
・
リ
ー

ダ
ー
兼
音
楽
監
督
：
菊
池
寿
人
）
に

も〝
デ
ィ
ス
コ
で
大
丈
夫
で
す
か
？
〞っ

て
念
を
押
さ
れ
ま
し
た
（
笑
）
…
…
も

ち
ろ
ん
こ
れ
ま
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
ほ

と
ん
ど
演
奏
し
た
こ
と
な
い
ジ
ャ
ン
ル

に
は
違
い
な
い
の
で
す
が
、
前
回
（
※

２
０
２
０
年
７
月
の
Ｖ
ｏ
ｌ
．
15
）
共

演
し
た
時
の
テ
ー
マ
も
〝
ラ
テ
ン
で
マ

ン
ボ
！
〞
で
し
た
し
、
こ
れ
ま
で
に
も

The Symphony Hall Big Bandとヴァイオリニスト 古澤 巖との６度目の共演！“ディスコ”をテーマに、

果たしてどのようなコラボレーションで楽しませてくれるのか――。

今号では古澤巖のインタビューをお届けします！

The Symphony Hall Big Band Vol.17Interview

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
気
持
ち
良
く

歌
う
だ
け
な
ん
で
す

最
先
端
の
人
々
が
集
ま
る
場
所
で

い
つ
も
驚
か
さ
れ
て
ば
か
り
で
し
た

ど
の
楽
器
の
ス
キ
ル
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中

２年ぶり古澤 巖との共演は、心躍る “ディスコ”ナンバーがずらり！

ビッグ・バンドとしての土台がしっかりと揺るがないので、自分としてはそれに乗っかって、
まるでヴォーカリストのようにヴァイオリンで気持ち良く歌うだけなんです。

Interview
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ジ
ェ
ン
ド
た
ち
が
一
堂
に
会
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
は
、
も
ち
ろ
ん
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
こ
の
特
別
企

画
の
み
で
あ
る
。

　

日
本
の
現
役
最
年
長
指
揮
者
の
外

山
は
、
大
阪
交
響
楽
団
（
大
阪
響
）
名

誉
指
揮
者
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
正
指
揮

者
と
し
て
活
動
を
続
け
る
。
日
本
の
あ

ら
ゆ
る
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
台

に
立
ち
、
２
０
１
６
年
か
ら
大
阪
響
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就

任
。
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
レ
ベ
ル
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
、
昨
秋
に
は
こ
の
コ

ン
ビ
で
自
作
自
演
の
Ｃ
Ｄ
も
リ
リ
ー
ス

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
外
山
の
卒
寿
を

祝
お
う
と
、
長
き
に
わ
た
り
共
演
を
重

ね
て
き
た
３
人
の
重
鎮
級
ソ
リ
ス
ト
が

集
う
。
と
も
に
日
本
の
楽
壇
を
牽
引
し

て
き
た
前
橋
汀
子
と
は
、
彼
女
の
キ
ャ

リ
ア
の
な
か
で
最
も
弾
い
て
き
た
と
い

う
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
《
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
》
を
演
奏
す
る
。
ま
た
、
伝

説
の
「
Ｎ
響
世
界
一
周
旅
行
」
を
と
も

に
し
た
盟
友
、堤 

剛
と
は
、そ
の
ツ
ア
ー

で
共
演
し
た
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
《
チ
ェ

ロ
協
奏
曲
》
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て

日
本
の
ピ
ア
ノ
界
を
代
表
す
る
名
手
、

清
水
和
音
。
こ
の
祝
祭
的
な
コ
ン
サ
ー

ト
で
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
《
ピ
ア
ノ
協

奏
曲 

第
１
番
》
を
弾
く
こ
と
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

作
曲
家 

外
山
雄
三
と
し
て
の
顔
も
披

露
さ
れ
る
。「
Ｎ
響
世
界
一
周
旅
行
」
で

[指揮]外山雄三、太田 弦　[管弦楽]大阪交響楽団
[ヴァイオリン]前橋汀子　[チェロ]堤 剛　[ピアノ]清水和音
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
外山雄三：前奏曲（指揮:外山雄三)／チャイコフスキー：ピアノ協奏曲第1番 変ロ短調 op.23より 第1楽章（指揮:外山
雄三)／ドヴォルザーク：チェロ協奏曲 ロ短調 op.104より 第3楽章（指揮:外山雄三)／外山雄三:管弦楽のためのラプ
ソディー（指揮:太田弦)／メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲 ホ短調 op.64より 第1楽章（指揮:外山雄三)／ワーグ
ナー:楽劇「ニュルンベルクのマイスタージンガー」第1幕への前奏曲（指揮:外山雄三)
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.4/23（土） 2:00PM
S 8,800円　A 6,600円　B 4,400円　プレミアム 11,000円 （税込）
[お問い合わせ]公益社団法人大阪交響楽団 072-226-5522／ザ･シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]公益社団法人大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

卒寿
外山雄三
＆

レジェンド

卒寿 外山雄三＆レジェンドReview

巨
匠
に
敬
意
と
愛
情
を
込
め
て
贈
る

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　「
卒
寿
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
昨
年
5

月
10
日
の
外
山
雄
三
の
誕
生
日
に
開
催

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
・
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
こ
の
4
月
に
延
期
と

な
っ
た
。
卒
寿
を
迎
え
た
マ
エ
ス
ト
ロ

を
祝
う
べ
く
、
堤 

剛
、
前
橋
汀
子
、
清

水
和
音
と
い
う
日
本
を
代
表
す
る
レ

現
役
最
年
長
マ
エ
ス
ト
ロ
に

花
を
添
え
る
祝
祭
公
演

マ
エ
ス
ト
ロ
は
《
管
弦
楽
の
た
め
の
ラ

プ
ソ
デ
ィ
ー
》
を
携
え
て
ツ
ア
ー
に
参

加
し
た
。
外
山
の
名
を
世
界
へ
広
め
た

こ
の
曲
を
、
25
歳
で
大
阪
響
正
指
揮
者

の
ポ
ス
ト
に
就
い
た
若
き
鬼
才
、
太
田

弦
が
作
曲
家
の
御
前
で
タ
ク
ト
を
振
る
。

　

４
月
23
日
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
に
集
い
、
マ
エ
ス
ト
ロ
を
祝
福
し
た

い
。

（
文　

道
下
京
子
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中

指
揮 

外
山
雄
三

チェロ 

堤 

剛

ピ
ア
ノ 

清
水
和
音

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

前
橋
汀
子
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[ヴァイオリン]石田泰尚、﨑谷直人
[チェロ、ギター]伊藤ハルトシ　[ピアノ]園田涼
-----------------------------------------------------------------------------
Rusty Nail（X JAPAN）／END OF SORROW（LUNA SEA) 　
ほか
-----------------------------------------------------------------------------
2022.8/20（土） 2:00PM
全席指定 5,500円 （税込）
[お問い合わせ]Mitt 03-6265-3201
[主催]日本コロムビア株式会社／ザ・シンフォニーホール

DOS DEL FIDDLES
Vクラシック

ドス・デル・フィドル

DOS DEL FIDDLES ドス・デル・フィドル VクラシックReview

最
強
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
が
初
登
場
！

〝
Ｖ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
〟の

大
ヒ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
を
披
露
す
る
！

　

5
月
に
、
初
お
目
見
え
の
硬
派
弦
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
石
田
組
」
と
し
て
、

そ
し
て
約
3
年
半
ぶ
り
と
な
る
「
三
浦

一
馬
キ
ン
テ
ー
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
連

続
し
て
登
場
す
る
予
定
の
カ
リ
ス
マ
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
、
石
田
泰
尚
が
早

く
も
8
月
の
ス
テ
ー
ジ
で
本
ホ
ー
ル
に

帰
還
を
果
た
す
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｓ 

Ｄ
Ｅ
Ｌ 

Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
Ｓ

（
ド
ス
・
デ
ル
・
フ
ィ
ド
ル
）
は
、
コ

ワ
モ
テ
な
容
姿
に
繊
細
さ
と
情
熱
を
兼

ね
備
え
た
演
奏
で
人
気
を
誇
る
石
田

と
、
国
内
各
地
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
ゲ

ス
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し
て

も
引
っ
張
り
だ
こ
の
俊
英
、
﨑
谷
直
人

に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
デ
ュ
オ
。
共

に
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
し
て
も

活
躍
す
る
（
※
同
じ
立
場
ゆ
え
に
実
は

一
緒
に
演
奏
す
る
機
会
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
は
な
か
っ
た
）
二
人
が
意
気
投
合
し
、

２
０
２
０
年
か
ら
本
格
始
動
し
た
こ
の

ユ
ニ
ッ
ト
。
同
年
9
月
の
東
京
・
紀
尾

井
ホ
ー
ル
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
こ

の
編
成
の
た
め
に
書
か
れ
た〈
バ
ル
ト
ー

ク
：
二
つ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の

44
の
二
重
奏
曲
〉
か
ら
の
楽
曲
を
皮
切

り
に
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
や
パ
ガ
ニ
ー
ニ

の
名
曲
か
ら
フ
ォ
ス
タ
ー
や
ガ
ー
シ
ュ

ウ
ィ
ン
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
作
品
、
そ

し
て
ピ
ア
ソ
ラ
や
ロ
マ
、
ア
イ
リ
ッ

先行予約：3/24（木）　一般発売：3/27（日）

繊
細
さ
と
情
熱
を
兼
ね
備
え
る

〝
粋
な
〟世
界
観

の
親
和
性
が
と
て
も
高
い
。
何
よ
り
、

石
田
＆
﨑
谷
が
体
現
し
て
い
る
〝
男
の

ロ
マ
ン
〞
と
も
い
う
べ
き
〝
粋
な
〞
世

界
観
と
も
素
敵
に
合
致
し
て
い
る
。

　

し
か
も
今
回
は
二
人
に
加
え
て
、
伊

藤
ハ
ル
ト
シ
（
チ
ェ
ロ
、
ギ
タ
ー
）
と

園
田
涼
（
ピ
ア
ノ
）
が
参
加
す
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
ユ
ニ
ッ
ト
。
特
に
〝
二
刀
流
〞

の
伊
藤
は
か
つ
て
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
か

ら
発
売
さ
れ
て
一
世
を
風
靡
し
た
ア
ル

バ
ム
『
V
ク
ラ
シ
ッ
ク 

Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｉ
ｔ

ｒ
ｅ 

Ｂ
ｌ
ｅ
ｕ
‐
青
の
章
‐
』
の
ア
レ

ン
ジ
を
手
掛
け
た
実
績
も
あ
る
、
本
企

画
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
〝
王
道
〞
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
の

卓
越
し
た
演
奏
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
同

ユ
ニ
ッ
ト
が
紡
ぎ
出
す
華
や
か
な
〝
新

章
〞
に
期
待
し
た
い
。（

文　

東
端
哲
也
）

シ
ュ
・
ダ
ン
ス
な
ど
ワ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ま
で
網
羅
し
た
鮮
烈
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
聴
衆
を
魅
了
。
こ
の
模
様
を
収

録
し
た
12
月
リ
リ
ー
ス
の
デ
ビ
ュ
ー
・

ア
ル
バ
ム
『
Ｄ
Ｏ
Ｓ 

Ｄ
Ｅ
Ｌ 

Ｆ
Ｉ
Ｄ
Ｄ

Ｌ
Ｅ
Ｓ 

‐
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
‐
』
で
も
更
に
大

き
な
話
題
を
集
め
た
。

　

そ
ん
な
彼
ら
が
８
月
公
演
で
披
露
す

る
の
は
Ｘ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
〝
Ｒ
ｕ
ｓ
ｔ

ｙ 

Ｎ
ａ
ｉ
ｌ
〞、
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
の

〝
Ｅ
Ｎ
Ｄ 

Ｏ
Ｆ 

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
〞
な
ど
、

ド
ー
ム
・
ク
ラ
ス
の
会
場
を
熱
狂
さ
せ

る
モ
ン
ス
タ
ー
バ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
、

90
年
代
日
本
の
〝
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
〞

ロ
ッ
ク
の
ヒ
ッ
ト
曲
た
ち
。
一
見
が
ら

り
と
趣
向
を
変
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
ヘ
ヴ
ィ
な
サ
ウ
ン

ド
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
も
、
そ
の
リ
リ

カ
ル
で
憂
い
の
あ
る
旋
律
を
有
す
る
こ

れ
ら
の
楽
曲
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
楽
器
と

 

﨑
谷
直
人

 

石
田
泰
尚
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た
の
は
、
み
ず
か
ら
の
個
性
を
強
く
披

瀝
し
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
た
く
ま

し
い
生
命
力
を
備
え
た
出
場
者
で
あ
っ

た
。

　
特
に
、
ガ
ル
シ
ア
・
ガ
ル
シ
ア
は
傑

出
し
た
才
能
の
持
ち
主
で
あ
る
。
感
情

の
大
き
な
振
幅
と
と
も
に
、
細
や
か
な

感
性
を
活
か
し
た
、
心
の
襞
を
な
ぞ
る

よ
う
な
繊
細
な
表
現
が
魅
力
で
あ
り
、

そ
の
音
楽
は
艶
や
か
な
色
合
い
に
彩
ら

れ
て
い
る
。
潤
い
豊
か
な
響
き
や
即
興

的
な
パ
ッ
セ
ー
ジ
の
表
現
は
特
筆
す
べ

き
で
、
彼
の
気
品
に
満
ち
た
息
遣
い
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
は
優
雅
な

趣
を
湛
え
、
シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
の
高
貴

さ
を
い
や
ま
し
に
高
め
て
い
る
。
そ
の

こ
と
は
、
彼
の
ワ
ル
ツ
や
ノ
ク
タ
ー
ン
、

そ
し
て
即
興
曲
の
演
奏
を
一
聴
す
れ
ば

わ
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
エ
チ
ュ
ー
ド

で
は
、
ひ
と
つ
の
フ
レ
ー
ズ
の
な
か
に

あ
っ
て
も
多
彩
な
変
化
を
与
え
、バ
ラ
ー

ド
や
ス
ケ
ル
ツ
ォ
で
は
音
楽
の
奥
深
く

に
分
け
入
り
、
作
曲
家
の
言
葉
を
丁
寧

に
引
き
出
し
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
音

物
語
を
描
き
上
げ
る
。
彼
に
と
っ
て
演

奏
技
巧
と
は
、
作
品
へ
の
解
釈
と
共
感

を
実
現
し
、
新
し
い
演
奏
表
現
を
生
み

出
す
た
め
の
手
段
で
あ
る
。

　
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
リ
サ
イ
タ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

ガ
ル
シ
ア
・
ガ
ル
シ
ア
が
シ
ョ
パ
ン
・

[ピアノ]マルティン・ガルシア・ガルシア
---------------------------------------------------------------------------------------
オール・ショパン・プログラム バラード 第1番 ト短調 op.23／即興曲 第3番 変
ト長調 op.51／バラード 第3番 変イ長調 op.47／ノクターン 第7番 嬰ハ
短調 op.27-1／ポロネーズ 第6番 変イ長調 op.53 「英雄」／3つのマズ
ルカ op.50／24の前奏曲 op.28より 第17番 変イ長調、第19番 変ホ長
調、第23番 ヘ長調／ピアノ・ソナタ 第3番 ロ短調 op.58
-----------------------------------------------------------------------------------------
2022.5/28（土） 2:00PM
全席指定 4,000円 （税込）
[お問い合わせ]日本アーティストチケットセンター 03-5305-4545
[主催] 日本アーティスト／ザ・シンフォニーホール

M a r t í n  G a r c í a  G a r c í a

マルティン・
ガルシア・
ガルシア

ピアノ・リサイタル

マルティン・ガルシア・ガルシア ピアノ・リサイタルReview

シ
ョ
パ
ン
国
際
コン
ク
ー
ル
第
３
位
の
若
き
ピ
ア
ニ
ス
ト

５
月
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
発
売
開
始
時
か
ら
大
人
気
！ 

　

シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

で
第
３
位
を
受
賞
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ガ
ル
シ
ア
・

ガ
ル
シ
ア
が
、
５
月
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
す

る
。

　

ガ
ル
シ
ア
・
ガ
ル
シ
ア
は
、
１
９
９ 

６
年
12
月
３
日
生
ま
れ
の
現
在
25
歳

で
、
ビ
ス
ケ
ー
湾
に
面
し
た
ス
ペ
イ
ン

北
部
の
ヒ
ホ
ン
出
身
。
５
歳
か
ら
ピ
ア

ノ
を
始
め
た
彼
は
、
地
元
の
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
音
楽
学
校
で
、
ナ
タ
ー
リ
ア
・

マ
ズ
ー
ン
と
イ
リ
ヤ
・
ゴ
ル
ド
フ
ァ
ー

ブ
に
指
導
を
受
け
た
。
モ
ス
ク
ワ
音
楽

院
に
学
ん
だ
二
人
の
音
楽
家
の
も
と
で
、

幼
い
彼
は
め
き
め
き
と
頭
角
を
現
わ
し

て
い
く
。
そ
の
後
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
音

楽
院
を
経
て
、
ア
メ
リ
カ
の
名
門
マ
ネ

ス
音
楽
院
で
は
名
教
師
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・

ロ
ー
ズ
の
も
と
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。
昨

年
に
は
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
国
際
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
、
シ
ョ
パ
ン
・

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
ス
ペ
イ
ン
人
と
し
て

初
め
て
の
上
位
入
賞
者
と
な
っ
た
。

　

昨
秋
の
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
出

場
者
の
多
く
が
す
で
に
プ
ロ
と
し
て
幅

広
く
活
躍
し
て
お
り
、前
回
の
コ
ン
ク
ー

ル
よ
り
も
明
ら
か
に
高
い
水
準
を
示
し

て
い
た
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
ま
で
残
っ
て
い

繊
細
な
表
現
と
艶
や
か
な
色
合
い

気
品
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
パ
ン

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中

コ
ン
ク
ー
ル
で
演
奏
し
た
曲
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
多
彩
な
音
の
パ
レ
ッ
ト
を

駆
使
す
る
画
家
の
面
と
、
豊
か
な
歌
心

に
歌
手
の
面
と
が
融
合
す
る
彼
の
演
奏

を
、
こ
の
ホ
ー
ル
で
ぜ
ひ
堪
能
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
文
　
道
下
京
子
）
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次
代
を
担
う
３
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

饗
宴
！　
「
特
級
グ
ラ
ン
ド
・
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
」
は
、
森
本
隼
太
、
尾
城
杏
奈
、

そ
し
て
亀
井
聖
矢
と
い
う
今
も
っ
と
も

注
目
の
新
鋭
が
出
演
す
る
が
、
そ
の
中

で
シ
ョ
パ
ン
の
名
曲
で
あ
る
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
1
番
を
弾
く
の
が
、
２
０
２
０

年
に
ピ
テ
ィ
ナ
･
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
特
級
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
尾

城
杏
奈
で
あ
る
。

　

幼
い
頃
か
ら
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

成
果
を
あ
げ
、
現
在
は
東
京
藝
術
大
学

大
学
院
に
在
籍
中
。
大
阪
吹
田
市
生
ま

れ
で
、
１
歳
ま
で
同
地
で
過
ご
し
た
と

い
う
。

　
「
大
阪
に
は
親
戚
が
い
ま
す
し
、
地

元
の
合
奏
団
と
共
演
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
大
阪
の
方
々
は
、

温
か
く
接
し
て
く
だ
さ
り
、
今
で
も
応

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
と
て

も
あ
り
が
た
い
で
す
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

[ピアノ]森本隼太、尾城杏奈、亀井聖矢
[指揮]藤岡幸夫　[管弦楽]関西フィルハーモニー管弦楽団
-----------------------------------------------------------------------------
リスト：ピアノ協奏曲 第1番 変ホ長調 S.124/R.455（森本隼太）／ショパン：
ピアノ協奏曲 第1番 ホ短調 op.11（尾城杏奈）／ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 
第3番 ニ短調 op.30（亀井聖矢）
-----------------------------------------------------------------------------
2022.5/1（日） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円 　学生 3,500円 （税込）
学生=小学生～大学生・専門学校他、各種学生。
※学生券をお求めの方は当日学生証をお持ちください。
[お問い合わせ]一般社団法人全日本ピアノ指導者協会 03-3944-1583
[主催] 一般社団法人全日本ピアノ指導者協会／ザ・シンフォニーホール

特級グランド・コンチェルト

特級グランド・コンチェルトInterview

3人の新鋭ピアニストによるコンチェルト公演。尾城杏奈インタビュー！

シ
ョ
パ
ン
の
第
1
番
の
協
奏
曲
、

フ
ル
オ
ケ
と
の
共
演
は
初
挑
戦

て
大
変
だ
っ
た
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
を
飛

躍
の
場
と
と
ら
え
、「
表
現
の
幅
を
広
げ

て
、
喜
び
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
を
め
ざ
し
た
い
」
と
い
う
。
　

　
「
大
学
院
に
は
、
後
1
年
在
学
し
ま

す
が
、
そ
の
後
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　
「
素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
方
々
で

と
て
も
刺
激
を
受
け
て
い
る
」
と
い
う

森
本
、
亀
井
と
と
も
に
出
演
す
る
「
特

級
グ
ラ
ン
ド
･
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
で
は

尾
城
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
の
シ
ョ
パ

ン
が
聞
け
そ
う
だ
。

　
「
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
ソ
ロ
で
の
一
瞬
一
瞬
の
シ
ョ
パ
ン
の

魅
力
を
、
お
客
様
と
分
か
ち
合
う
こ
と

が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

（
取
材
・
文
　
伊
藤
制
子
）

発売中

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
弾
く
の
は
初
め
て
な
の

で
、
本
当
に
楽
し
み
で
す
。
音
響
も
素

晴
ら
し
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
遠

く
ま
で
音
の
表
情
が
伝
わ
る
よ
う
に

タ
ッ
チ
な
ど
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
シ
ョ
パ
ン
は
尾
城
が
も
っ
と
も
好
き

な
作
曲
家
だ
と
い
う
。

　
「
シ
ョ
パ
ン
を
初
め
て
弾
い
た
の

は
、
小
学
校
低
学
年
で
、《
子
犬
の

ワ
ル
ツ
》
で
し
た
。
以
後
、
中
学
高

校
で
も
ず
っ
と
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

シ
ョ
パ
ン
の
魅
力
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

な
ら
で
は
の
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
イ

ン
や
歌
だ
と
思
い
ま
す
。
シ
ョ
パ
ン

の
第
1
番
の
協
奏
曲
は
、
こ
れ
ま
で

弦
楽
四
重
奏
伴
奏
版
で
弾
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
フ
ル
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
共
演
は
初
挑
戦
に
な
り
ま
す
。

こ
の
協
奏
曲
に
は
若
き
シ
ョ
パ
ン
の
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
せ
つ
な
さ
も
あ
る
の

が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
各
楽
器
に
も
印
象
的
な
ソ
ロ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
個
々
の
楽
器
に
耳
を
傾

け
て
、
音
色
を
調
和
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
マ

ズ
ル
カ
や
ノ
ク
タ
ー
ン
等
の
小
品
も
レ

パ
ー
ト
リ
ー
に
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

シ
ョ
パ
ン
の
作
品
は
、
一
生
か
け
て
も

全
曲
弾
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」

　
特
級
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
ピ
テ
ィ

ナ
･
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
、

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
並
に
課
題
曲
が
多
く

尾城杏奈
ショパン ピアノ協奏曲 第1番

亀井聖矢
ラフマニノフ ピアノ協奏曲 第3番

森本隼太
リスト ピアノ協奏曲 第1番

Interview
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ら
豪
華
13
名
が
集
結
す
る
と
い
う
か

ら
嬉
し
い
限
り
だ
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
あ
た
っ
て
は
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ

る
ス
タ
イ
ル
を
貫
く
石
田
組
。
今
回
も

ホ
ル
ス
ト
、
レ
ス
ピ
ー
ギ
、
バ
ル
ト
ー

ク
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
。
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン
や
「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
」
の
映
画
音
楽
。
さ
ら
に
ロ
ー

リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
ズ
や
デ
ィ
ー
プ
・

パ
ー
プ
ル
の
ロ
ッ
ク
と
、
あ
ら
ゆ
る
聴

き
手
が
楽
し
め
る
選
曲
に
な
っ
て
い
る

の
が
素
晴
ら
し
い
。

　「
お
客
さ
ん
の
こ
と
し
か
考
え
て
い

な
い
で
す
し
、
お
客
さ
ん
が
一
人
で
も

喜
ん
で
帰
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
」
を

追
究
す
る
石
田
と
、
そ
の
想
い
に
心

か
ら
共
感
す
る
名
手
た
ち
の
大
阪
デ

ビ
ュ
ー
を
お
聴
き
逃
し
な
く
!!

（
文
　
渡
辺
謙
太
郎
）

[ヴァイオリン]石田泰尚、佐久間聡一、塩田 脩、ビルマン聡平、丹羽洋輔、竹内 弦
[ヴィオラ]中村洋乃理、萩谷金太郎、鈴村大樹
[チェロ]辻󠄀本 玲、門脇大樹、大宮理人　[コントラバス]米長幸一
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ホルスト：セントポール組曲／レスピーギ：リュートのための古風な舞曲とアリア第三組曲／バルトーク

（ヴィルナー編曲）：ルーマニア民族舞曲／シルヴェストリ（松岡あさひ編曲）：バック・トゥ・ザ・フューチャー
／チャップリン（松岡あさひ編曲）：スマイル／レインボー（近藤和明編曲）：スターゲイザー／ローリング・ス
トーンズ（松岡あさひ編曲）：悲しみのアンジー／ディープ・パープル（近藤和明編曲）：紫の炎
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.5/3（火・祝） 2:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円　学生当日引換券（25歳以下） 2,000円 （税込）
※学生当日引換券 （25歳以下）につきまして、
ザ・シンフォニー チケットセンターではお電話のみのご予約となります。
[お問い合わせ]キョードーインフォメーション 0570-200-888
[主催]キョードー大阪／キョードー東京

石田組
硬派弦楽

アンサンブル

石田組ツアー2022/2023

石田組ツアー2022/2023 硬派弦楽アンサンブル「石田組」Review

13名の無敵メンバーで届ける
大阪初公演は見逃せない！

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

石
田
泰
尚

　

神
奈
川
フ
ィ
ル
や
京
都
市
響
の
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
、
三
浦
一

馬
率
い
る
東
京
グ
ラ
ン
ド
・
ソ
ロ
イ
ス

ツ
キ
ン
テ
ー
ト
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
し

て
も
活
躍
す
る
カ
リ
ス
マ
・
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
石
田
泰
尚
。
彼
の
呼
び
か
け

で
２
０
１
４
年
に
結
成
さ
れ
た
硬
派

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
石
田
組
が
、
大

阪
で
は
初
と
な
る
待
望
の
公
演
を
行

う
！

　

メ
ン
バ
ー
は
男
性
ば
か
り
で
、
名
を

連
ね
る
の
は
国
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど

で
活
躍
す
る
50
名
以
上
に
も
の
ぼ
る

名
手
た
ち
。
公
演
ご
と
に
そ
の
中
か

ら
演
奏
者
を
招
集
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、

今
回
の
大
阪
公
演
で
も
佐
久
間
聡
一

（
広
響
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）、
辻
本

玲（
Ｎ
響
チ
ェ
ロ
首
席
）、米
長
幸
一（
神

奈
川
フ
ィ
ル
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
首
席
）

あ
ら
ゆ
る
聴
き
手
が
楽
し
め
る

選
曲
が
素
晴
ら
し
い
！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

発売中

ビルマン聡平（ヴァイオリン）

鈴村大樹（ヴィオラ）

佐久間聡一（ヴァイオリン）

中村洋乃理（ヴィオラ）

塩田 脩（ヴァイオリン）

大宮理人（チェロ） 竹内 弦（ヴァイオリン）

門脇大樹（チェロ） 丹羽洋輔（ヴァイオリン）

辻󠄀本 玲（チェロ）

萩谷金太郎（ヴィオラ）

米長幸一（コントラバス）
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[オルガン]ニコラ・プロカッチーニ
-----------------------------------------------------------------------------
J.S.バッハ：前奏曲とフーガ ト短調 BWV 535／いと高きところにいます神
にのみ栄光あれ BWV 676／フーガ ト短調「小フーガ」 BWV 578／バビ
ロン川のほとりに BWV 653b／トリオ・ソナタ 第5番 ハ長調 BWV 529
／いと高きところにいます神にのみ栄光あれ BWV 663／フーガ ハ短調 
BWV 575／汝イエスよ、いま天より降りたもうや BWV 650／幻想曲 ト長
調 BWV 572
-----------------------------------------------------------------------------
2022.7/30（土） 2:00PM 
全席指定 3,000円 （税込）※休憩なし。約60分のコンサートです。
[お問い合わせ] ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

オールバッハ名曲選!!
真夏のオルガンコンサート 2022

ALL BACH
ALL BACH オールバッハ名曲選!! 真夏のオルガンコンサート 2022Interview

夏
恒
例
の
大
人
気「
真
夏
の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

今
年
の
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

の
人
気
シ
リ
ー
ズ
「
真
夏
の
オ
ル
ガ
ン

コ
ン
サ
ー
ト 

２
０
２
２
」
に
登
場
す
る

の
は
、
ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
国
際
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
覇
者
、
ニ
コ
ラ
・
プ

ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ
だ
。

　

１
９
９
５
年
イ
タ
リ
ア
生
ま
れ
で
、

パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
に
在
籍
す
る
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
。
昨
年
10
月
に
札
幌
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に

就
く
た
め
に
初
来
日
し
た
。
そ
ん
な
彼

は
、
3
歳
か
ら
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾

き
始
め
た
と
い
う
。

　「
私
の
住
ん
で
い
た
地
域
で
は
、
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
は
古
く
か
ら
弾
き
継
が

れ
て
き
た
楽
器
で
す
。
オ
ル
ガ
ン
文
化

も
古
く
か
ら
根
づ
い
て
お
り
、
オ
ル
ガ

ン
製
作
者
が
た
く
さ
ん
い
て
、
歴
史
的

オ
ル
ガ
ン
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
オ
ル

ガ
ン
を
始
め
た
の
は
、
13
歳
か
ら
。
歴

史
的
オ
ル
ガ
ン
の
響
き
に
惹
か
れ
て
弾

き
始
め
ま
し
た
。
で
も
、
家
に
オ
ル
ガ

ン
が
な
か
っ
た
の
で
、
お
じ
い
さ
ん
に

車
で
オ
ル
ガ
ン
の
あ
る
教
会
へ
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ン

バ
ロ
も
そ
の
頃
に
習
い
始
め
ま
し
た
」

　

国
立
フ
ェ
ル
モ
音
楽
院
で
チ
ェ
ン
バ

ロ
を
専
攻
。
し
か
し
、
オ
ル
ガ
ン
を
学

ぶ
べ
く
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
音
楽
演

劇
大
学
で
も
研
鑽
を
積
ん
だ
。
そ
ん
な

彼
が
思
う
、
バ
ッ
ハ
の
魅
力
と
は
。

　「
バ
ッ
ハ
の
音
楽
は
、
初
期
の
こ
ろ
か

大
阪
の
皆
さ
ん
は
バ
ッ
ハ
が
お
好
き
だ

と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
す

社
製
の
オ
ル
ガ
ン
だ
が
、
同
社
製
の
オ

ル
ガ
ン
を
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
演
奏
し
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
同
じ

ビ
ル
ダ
ー
が
作
っ
た
オ
ル
ガ
ン
で
し
た
。

ス
イ
ス
の
時
計
が
正
確
な
よ
う
に
、
ス

イ
ス
製
の
オ
ル
ガ
ン
は
技
術
的
に
も
正

確
で
、
と
て
も
美
し
い
響
き
だ
と
思
い

ま
す
」

　

彼
は
、
初
め
て
大
阪
を
訪
れ
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、
日

本
初
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
ホ
ー
ル
と

聞
い
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
大
事
な

こ
の
バ
ッ
ハ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
皆
さ
ん

と
共
有
で
き
る
瞬
間
を
、
今
か
ら
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
」

（
取
材
・
文
　
道
下
京
子
）

発売中

ら
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

魅
力
を
発
信
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
興
味

深
い
で
す
ね
。
彼
の
作
品
は
、
万
華
鏡

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
彼
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
や
そ
の
時
代
の
な

か
で
、
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
る
時
は
シ
ン
プ
ル
な
音
楽
だ
っ
た
り
、

あ
る
時
は
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
家
の
影
響

を
受
け
た
り
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
な
ど
違
う

楽
器
の
影
響
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、

い
ろ
ん
な
ス
タ
イ
ル
の
音
楽
を
書
い
て

い
る
の
が
面
白
い
で
す
ね
」

　
今
回
の「
真
夏
の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
」
も
、
オ
ー
ル
・
バ
ッ
ハ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
。

　
「
実
は
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

の
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
来
日
前
か
ら
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
や
知
人
か
ら
噂
で
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
大
阪
の
皆
さ
ん

は
バ
ッ
ハ
が
お
好
き
だ
と
い
う
こ
と
も

知
っ
て
い
ま
す
！
」

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
聴
き
ど
こ
ろ
は
。

　
「
１
曲
目
の
《
前
奏
曲
と
フ
ー
ガ 

ト

短
調
》
な
ど
バ
ッ
ハ
10
代
の
創
作
か
ら
、

経
験
を
積
み
重
ね
た
時
期
ま
で
の
作
品

を
聴
け
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え

ま
し
た
。《
汝
イ
エ
ス
よ
、
い
ま
天
よ
り

降
り
た
も
う
や
》
は
コ
ラ
ー
ル
の
旋
律

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
初
期
の
創
作
と

の
違
い
を
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

彼
の
人
生
や
そ
の
時
代
を
辿
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
」

　
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
設
置

さ
れ
て
い
る
の
は
、
ス
イ
ス
の
ク
ー
ン

第
22
代
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

ニ
コ
ラ・プ
ロ
カ
ッ
チ
ー
ニ

Interview
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P I C K  U P  C O N C E R T

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

　

知
性
派
・
阪　

哲
朗
が
率
い
る
東
北
の
名

門
・
山
形
交
響
楽
団
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
「
さ

く
ら
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
今
年
も
開

催
さ
れ
る
！

　

１
９
７
２
年
に
東
北
初
の
プ
ロ
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
し
て
誕
生
し
た
山
響
は
今
年
が

創
立
50
周
年
で
、
奇
し
く
も
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
と
同
じ
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
・
イ

ヤ
ー
。
そ
ん
な
縁
を
さ
ら
に
深
め
る
か
の

よ
う
に
、
ソ
リ
ス
ト
に
は
大
阪
出
身
の
世

界
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
、
２
０
０
７

年
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー

ル
を
制
し
た
神
尾
真
由
子
が
登
場
す
る
と

い
う
か
ら
嬉
し
い
。
し
か
も
予
定
演
目
は
、

彼
女
が
弱
冠
10
歳
で
ソ
リ
ス
ト
を
飾
っ
た

際
の
演
目
で
あ
る
ラ
ロ
「
ス
ペ
イ
ン
交
響

曲
」
な
の
で
、
濃
密
か
つ
充
実
し
た
名
演

が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
山
響
創
立
50
周
年
記

念
委
嘱
作
品
と
、
バ
ル
ト
ー
ク
「
管
弦
楽
の

た
め
の
協
奏
曲
」
も
披
露
予
定
。
前
者
の
作

曲
を
手
が
け
る
の
は
、
地
元
・
山
形
出
身
の

木
島
由
美
子
で
、
出
産
後
の
２
０
０
０
年
に

一
念
発
起
し
て
作
曲
の
勉
強
を
始
め
た
異

色
の
実
力
派
だ
。
後
者
は
、
作
曲
者
最
晩
年

の
傑
作
で
、
瑞
々
し
い
革
新
と
生
命
力
を
湛

え
て
お
り
、
い
ず
れ
も
阪
＆
山
響
ら
し
く
、

し
な
や
か
で
色
彩
豊
か
な
妙
技
を
存
分
に

堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
今
回
も
本
公
演
恒
例
の
来
場
者

全
員
に
さ
く
ら
ん
ぼ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
山
形

物
産
展
を
開
催
予
定
（
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
の

状
況
次
第
で
中
止
の
可
能
性
も
あ
り
）
な
の

で
、
山
形
の
魅
力
を
全
身
で
満
喫
し
よ
う
！！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

創立50周年記念に贈るさくらんぼコンサート。
ヴァイオリン神尾真由子を迎え山響の魅力を発信！

[指揮]阪 哲朗　[ヴァイオリン]神尾真由子　[管弦楽]山形交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
木島由美子：山響創立50周年記念 委嘱作品／ラロ：スペイン交響曲 op.21／バルトー
ク：管弦楽のための協奏曲 BB 123　
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.6/23（木） 7:00PM
※6：45PMより、指揮者によるプレ・コンサート・トークを予定しております。
S 5,100円　A 4,100円　B 3,100円 （税込）
[お問い合わせ]山響チケットサービス 023-616-6607
[主催]公益社団法人 山形交響楽協会／ザ・シンフォニーホール

ライト・シンフォニックコンサート ～大人の贅沢～

さくらんぼコンサート2022 大阪公演

　

２
０
１
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
、大
阪
フ
ィ
ル
と
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
が
開
催
す
る
〈
ソ
ワ

レ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
〉。

　

９
年
目
を
迎
え
る
新
シ
ー
ズ
ン

は
、
６
月
に
小
山
実
稚
恵
、
10
月

に
上
原
彩
子
と
い
う
、
名
実
と
も

に
人
気
を
博
す
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
登

場
。
大
植
英
次
、
大
友
直
人
と
い

う
、
個
性
と
才
気
溢
れ
る
マ
エ
ス

ト
ロ
と
大
阪
フ
ィ
ル
と
と
も
に
、

華
麗
な
音
の
宴
へ
誘
う
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
６
月
30
日
の

Ｖ
ｏ
ｌ
．
19
、
10
月
26
日
の
Ｖ
ｏ

ｌ
．
20
と
と
も
に
、オ
ー
ル
・
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ベ

テ
ラ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
陣
に
よ

る
、
正
統
派
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
じ
っ

く
り
と
楽
し
め
る
好
機
会
だ
。
そ

れ
ぞ
れ
に
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
き

た
深
い
信
頼
関
係
の
う
え
で
奏
で

ら
れ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し

み
に
!!

9年目を迎える
ソワレ・シンフォニー新シーズンは
ピアノ協奏曲の名曲を楽しむ

[指揮]大植英次　[ピアノ]小山実稚恵　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 op.73「皇帝」／ベートーヴェン：交響曲 第7番 イ長調 op.92
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.6/30（木） 7:00PM
A 5,100円　B 3,100円 （税込） ※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは3/29(火）から一般発売
[お問い合わせ] 大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890 
[主催]公益社団法人 大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

[指揮]大友直人　[ピアノ]上原彩子　[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第3番 ハ短調 op.37／ベートーヴェン：交響曲 第3番 変ホ長調 op.55「英雄」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.10/26（水） 7:00PM
A 5,100円　B 3,100円 （税込） ※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは5/31(火）から一般発売
[お問い合わせ] 大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890 
[主催]公益社団法人 大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール ソワレ・シンフォニー Vol.19 & 20

発売中

指
揮 

大
植
英
次

ピ
ア
ノ 

小
山
実
稚
恵

ピ
ア
ノ 

上
原
彩
子

指
揮 

大
友
直
人

指
揮 

阪 

哲
朗

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

神
尾
真
由
子

先行予約：3/24（木）
一般発売：3/30（水）

V
ol.19

V
ol.2

0

一般発売：6/1（水）
©飯島 隆

©Rowand Kirishima

©Florian Hammerich©Makoto Kamiya

©Hideki Otsuka

チケット先行予約に関するお問い合わせ：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
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〝
大
人
の
贅
沢
〞
を
テ
ー
マ
に
、
毎
回
豪

華
で
上
質
な
大
人
の
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
「
ラ
イ
ト
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
」。

　

初
開
催
か
ら
5
年
。
普
段
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
に
接
す
る
機
会
が
少
な
い
大
人
の

音
楽
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
、〝
気
軽
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
空
間
に
な
れ
ば
〞
と
企

画
し
た
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
恒

例
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
人
気
を
博
し
て
い

る
。

　

今
回
は
、
前
回
公
演
に
続
い
て
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
俳
優
の
岡 

幸
二
郎
が
登
場
。

　

元
劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
タ
ー

で
、退
団
後
も
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』、『
ミ
ス
・

サ
イ
ゴ
ン
』、『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』
な
ど

数
多
く
の
作
品
に
出
演
。
１
８
６
セ
ン
チ

の
長
身
と
彫
の
深
い
マ
ス
ク
、
溢
れ
ん
ば

か
り
の
豊
か
な
声
量
と
表
現
力
で
、
多
く

の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続
け
て
い
る
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
彼
の
十
八
番

と
い
え
る
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
の
「
夢
や

ぶ
れ
て
」、『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』の「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
オ
ブ
・
ザ
・
ナ
イ
ト
」
と
い
っ
た

定
番
曲
に
加
え
、『
ジ
キ
ル
と
ハ
イ
ド
』
の

「
ア
・
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
」
な
ど
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
超
名
作
か
ら
の
名
曲
を
続
々
と
披

露
し
て
い
く
。
大
阪
交
響
楽
団
と
は
２
度

目
の
共
演
。
聴
く
も
の
を
圧
倒
す
る
生
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
と
歌
の
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
ほ
し
い
。

　

初
め
て
の
方
々
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お

客
様
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
で
き

る
だ
ろ
う
。

ミュージカル界のスター岡 幸二郎が
オーケストラサウンドで歌う豪華なステージ

[指揮]横山 奏　[ゲスト]岡 幸二郎　[管弦楽]大阪交響楽団
------------------------------------------------------------------------------

『マイ・フェア・レディ』より君住む街／『ラ・マンチャの男』より見果てぬ夢／『サ
ンセット大通り』よりアズ・イフ・ウィー・ネバ―・セッド・グッバイ／『ジキル＆ハイ
ド』よりア・ニューライフ／『レ・ミゼラブル』より夢やぶれて／『ミス・サイゴン』
より命をあげよう／『オペラ座の怪人』よりミュージック・オブ・ザ・ナイト
------------------------------------------------------------------------------
2022.5/21（土） 2:00PM
S 8,000円　A 6,000円　プラチナ 10,000円 （税込）
[お問い合わせ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益社団法人 大阪交響楽団

ライト・シンフォニックコンサート ～大人の贅沢～

　

生
涯
に
１
０
４
曲
も
の
作
品
を
残
し
た

「
交
響
曲
の
父
」
ハ
イ
ド
ン
。
そ
の
全
曲
を

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
（
以
下
Ｊ
Ｃ

Ｓ
Ｏ
）
が
首
席
指
揮
者
の
飯
森
範
親
と
８
年

か
け
て
演
奏
す
る
「
ハ
イ
ド
ン
マ
ラ
ソ
ン
」。

２
０
１
５
年
に
始
動
し
た
が
、
20
年
の
第
19

回
で
後
半
に
折
り
返
し
た
際
、
会
場
が
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
へ
移
り
、
こ
れ
で
第

27
回
目
を
迎
え
る
。

　

予
定
演
目
は
、
第
53
、
67
、
68
番
の
3

つ
の
交
響
曲
。
１
７
７
８
〜
79
年
頃
に
書
か

れ
た
第
53
番
は
「
帝
国
」
の
異
名
で
も
知
ら

れ
、
作
曲
者
が
70
年
後
半
に
残
し
た
交
響
曲

の
中
で
最
も
有
名
な
作
品
の
ひ
と
つ
。
い
か

に
も
古
典
派
ら
し
い
輝
か
し
く
堂
々
た
る
構

成
で
、
彼
の
生
前
か
ら
大
人
気
を
博
し
た
よ

う
だ
。
だ
が
、
そ
の
た
め
楽
譜
が
複
数
存
在

し
、
特
に
第
4
楽
章
な
ど
異
稿
が
3
種
類
も

残
さ
れ
て
い
る
。今
回
は
そ
の
選
択
も
含
め
、

飯
森
＆
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
演
奏
と
解
釈
に
注
目
が

集
ま
る
。

　

第
67
番
は
第
53
番
と
同
時
期
に
書
か
れ
、

随
所
で
弦
楽
器
の
特
殊
奏
法
が
多
用
さ
れ
て

い
る
の
が
特
色
。
第
1
楽
章
で
は
ピ
ッ
ツ
ィ

カ
ー
ト
、
第
2
楽
章
は
コ
ル・レ
ー
ニ
ョ
（
弓

の
毛
で
は
な
く
棹
の
部
分
で
音
を
出
す
）、

第
3
楽
章
は
ス
コ
ル
ダ
ト
ゥ
ー
ラ
（
楽
器
本

来
と
は
違
う
調
弦
）
と
、
弦
楽
器
の
奥
深
さ

を
存
分
に
堪
能
し
た
い
。

　

そ
し
て
第
68
番
も
こ
の
2
曲
と
同
じ
頃
の

作
品
で
、
爽
快
で
充
実
し
た
響
き
に
満
ち
た

傑
作
。

　
「
交
響
曲
の
父
」
の
真
骨
頂
を
示
す
名
演

に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
！！（

文　

渡
辺
謙
太
郎
）

ハイドンマラソン快走中！
活力みなぎるような演奏に注目を！

[指揮]飯森範親
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ハイドン：交響曲 第53番 二長調 Hob. I:53 「帝国」／交響曲 第67番 へ長調 
Hob. I:67／交響曲 第68番 変ロ長調 Hob. I:68
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.5/26（木） 7:00PM
A 5,000円　B 4,000円 （税込）
[お問い合わせ] センチュリー・チケットサービス 06-6848-3311
[主催]公益財団法人 日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソンHM.27

発売中

発売中

ゲ
ス
ト 

岡 

幸
二
郎

大阪交響楽団

指
揮 

飯
森
範
親

©山岸 伸
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【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／https://www.symphonyhall.jp

　

感
受
性
豊
か
な
子
ど
も
に
こ
そ
、
生
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
届
け
た
い
と
立
ち
上
が
っ

た
二
団
体
が
初
共
演
。
誰
も
が
楽
し
め
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
届
け
る
た
め
、
熱
い
想
い
を

持
っ
た
二
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
「
文
化

発
祥
の
地
・
な
に
わ
」
か
ら
音
楽
を
届
け

る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
途
上
国
で
子
ど
も
た
ち

に
「
初
め
て
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
体
験
」
を
届

け
て
い
る
ワ
ー
ル
ド
シ
ッ
プ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
、
指
揮
者
守
山
俊
吾
が
主
宰
す
る
シ
ン

フ
ォ
ニ
ア
・
ア
ル
シ
ス
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
が
初
共

演
。

　

二
つ
の
若
き
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
届
け
る

メ
イ
ン
曲
は
、「
展
覧
会
の
絵
」。
ま

た
６
人
も
の
ソ
リ
ス
ト
を
迎
え
て
演

奏
す
る
協
奏
曲
の
数
々
は
見
逃
せ
な

い
。
特
に
、
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

の
収
録
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
沼
光
絵

理
佳
に
よ
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
「
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
」は
必
聴
。
ま
た
、

ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ
世
界
一

の
南 

里
沙
も
出
演
と
、
豪
華
な
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
が
保
護
者
同
伴
だ
と
入
場
料

が
１
０
０
円
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
ま
た
、
外
国
人
や
障
が
い
の
あ

る
方
へ
の
配
慮
も
あ
り
、
誰
も
が
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
、
こ
れ
ま
で
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
と
は
趣
が

異
な
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
関
西

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
文
化
の
未
来
を
担
う
、

と
も
言
う
べ
き
新
し
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
演
奏
会
へ
、
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

大
阪
出
身
で
大
阪
音
大
卒
、
現
在
は
同

大
＆
短
大
で
教
授
を
務
め
る
作
曲
家
＆
指

揮
者
・
高 

昌
帥
（
コ
ウ
・
チ
ャ
ン
ス
）
が
、

名
門
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
と
初
共
演
を
果
た
す
こ

と
が
決
定
し
た
。
作
曲
家
と
し
て
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
に
傑
作
を
残
し
、
と
り
わ
け
吹

奏
楽
に
造
詣
が
深
い
高 

昌
帥
。自
身
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
朝
鮮
の
伝
統
音
楽
の
要
素
を
巧

み
に
織
り
交
ぜ
て
書
き
上
げ
る
こ
と
が
多

い
そ
の
創
作
は
、
強
靭
か
つ
瑞
々
し
い
生

命
力
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
の
が
特
長
に

な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
彼
の
あ
ま
た
の
傑
作
の
中
か

ら
5
作
品
を
厳
選
。

　

プ
ロ
オ
ケ
奏
者
が
年
に
一
度
だ
け
集
う

伝
説
の
楽
団
・
な
に
わ
《
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ル
》

ウ
ィ
ン
ズ
の
２
０
１
６
年
委
嘱
作
品
「
今
、

吹
き
渡
る
風
」。

　

大
津
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
40
周

年
記
念
委
嘱
作
品
「
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
た
め
の
ナ
イ
ト
フ
ォ
ニ
ー
」。

　

幻
想
と
激
情
が
交
錯
す
る
彼
の
代
表
作

「
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
マ
イ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」。

　

か
の
伊
藤
康
英
が
Ｒ
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

最
晩
年
の
響
き
を
想
わ
せ
る
と
高
評
し
た

「
優
し
い
花
た
ち
へ
」。

　

そ
し
て
演
奏
に
30
分
近
く
か
か
る
大
曲

で
、
高
い
技
術
と
歌
心
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
必

要
と
さ
れ
る
「
吹
奏
楽
の
た
め
の
協
奏
曲
」。

　

高 

昌
帥
が
こ
れ
ま
で
に
吹
奏
楽
界
に
も

た
ら
し
て
き
た
功
績
の
大
き
さ
を
最
良
の

形
で
味
わ
え
る
一
期
一
会
の
演
奏
会
を
ぜ

ひ
と
も
お
聴
き
逃
し
な
く
！！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

小さなお子さん大歓迎の春休み企画。
オーケストラに歌あり、ハーモニカあり、ユーフォニアムあり。

[指揮]守山俊吾　[管弦楽]ワールドシップオーケストラ×シンフォニア・アルシスOSAKA 
[ピアノ]沼光絵理佳、丸山晃久　[クロマチックハーモニカ]南 里沙
[メゾソプラノ]濱田彩子　[ユーフォニアム]服部直士　[サクソフォーン]野島レナ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ムソルグスキー（ラヴェル編）：展覧会の絵／ラフマニノフ：ピアノ協奏曲第2番／リスト：ピアノ協奏曲
第1番／プッチーニ（ハーマン）：トスカファンタジー／ボッカラーリ：幻想協奏曲／小林秀雄：落葉松／
A.L.ウェバー：メモリー／クロマチックハーモニカソロ曲　ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.4/3（日） 3:00PM
全席指定  大人 4,000円  中学・高校生 2,000円  小学生以下 100円 （税込）
※乳幼児のお子様も（お膝の上でも）必ず座席券をご購入ください。
[お問い合わせ] NPO法人ワールドシップ 050-3697-2014
[主催] NPO法人ワールドシップ

春休み、子どもたちと未来へ！ 〜音楽の展覧会〜

ウインドオーケストラの魅力が詰まった高 昌帥の
作品の数々を作曲者自身のタクトで贈る！

[指揮・作曲]高 昌帥
[吹奏楽]Osaka Shion Wind Orchestra
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

【オール・高昌帥・プログラム】 今、吹き渡る風／ウインドオーケストラのためのナ
イトフォニー／ウインドオーケストラのためのマインドスケープ／優しい花たち
へ／吹奏楽のための協奏曲
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2022.4/24（日） 2:00PM
S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円 （税込）
[お問い合わせ]Shionチケットセンター 0800-919-5508
[主催]公益社団法人 大阪市音楽団

Osaka Shion Wind Orchestra 第142回定期演奏会
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シンフォニア・アルシスOSAKA
ワールドシップオーケストラ
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